
写真
募集

「はじめまして」コーナーに掲載するお子さんの写真を募集しています。スマートフォン・
パソコンからもお手軽に応募できます。詳しくは市ホームページをご覧ください。（トップ
ページ→募集を探す→広報おおたけ「はじめまして」にお子さんの写真を掲載しませんか）
※応募が多い場合には、掲載時期が次号以降になる場合があります。

羽賀 大稀 くん・百音 ちゃん
ももねはが だいき

杉本　翔琉 くん
かけるすぎもと

きょうだい仲良く大きくなってネ初めての誕生日おめでとう　元気に育ってね！

は じ め ま し て

編
集

発
行

　
大

竹
市

総
務

部
企

画
財

政
課

〒
739-0692 広

島
県

大
竹

市
小

方
1

-1
1

-1
☎

0827-59-2111㈹
　

　
0827-57-7130

　
http://w

w
w

.city.otake.hiroshim
a.jp/

印
刷
／
株
式
会
社

　
ニ
シ
キ
プ
リ
ン
ト

FA
X

H
P

広
報
お
お
た
け

令
和

３
年

12月
1日

発
行

通
巻

1253号

「広報おおたけ」の音訳版（CD）、点訳版があります。
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広島県の現状

将来にわたって安心して暮らせる持続可能なまちづくり︓『逆線引き』の推進
～ 市街化区域内のレッドゾーンを市街化調整区域に編入 ～

「逆線引き」とは？ ➣ 『市街化区域』 から『市街化調整区域』へ見直しを行うこと

・広島県は、全国で最も多い約45,000カ所の土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）
が指定されています。
・近年の度重なる豪雨により、レッドゾーンを含む住宅団地などでも甚大な被害が発生しています。
・これまで災害リスクの高い区域において、住宅団地などの開発が行われてきました。

先行的に実施する箇所

①市街化区域の縁辺部
（レッドゾーンが区域区分線にまたがっている箇所）

②未利用地（建物なし）
（住宅，店舗，工場等の土地利用がされていない箇所）

➣ 市街化区域内のレッドゾーンの内、
次の①と②の両方に該当する箇所について、
令和６年度までに逆線引きを実施します。

※市街化区域：優先的かつ計画的に市街化を図るべき区域 ※市街化調整区域：市街化を抑制すべき区域

安全な地域への居住の誘導を図っていくため、『逆線引き』の取り組みを推進取組方針

問合先 ※説明の実施方法や時期などについては、決まり次第、別途お知らせします。

● 大竹市都市計画課 TEL︓0827-59-2167
● 広島県土木建築局都市計画課 TEL︓082-513-4117

目指すべき姿 ➣ ５０年後、レッドゾーン内の居住者がおおむねゼロとなる状況を『目指すべき姿』とし、
今後２０年間で、対象箇所の逆線引きをおおむね完了することを目標とします。
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大竹駅story
―現在 過去 未来―

お
は
よ
う

　
ご
ざ
い
ま
す
。

朝の大竹駅。駅頭に立つ青いウインドブレー
カーの男性は、『NPO法人ハローの仲間』の代
表、田端正則さん（湯舟町）。毎朝８時前後の
時間帯、改札口を出入りする通勤、通学客に「お
はようございます」と声を掛けています。田端
さんは、このあいさつ運動を始めて19年。今で
は大竹駅の朝の顔となっているようです。長い
歴史を刻んできた大竹駅の物語。「おはよう」
の声から、また新たな物語が始まります。

【大竹駅関係記事4～13ページ】



02 叙勲/寄付/表彰
03 寄贈/寄付/表彰/感謝状

04 大竹駅story ―現在 過去 未来―

14 令和２年度 決 算
18 介護予防・日常生活支援総合事業を活用して元気高齢

者を目指しましょう/認知症カフェ
19 個人住民税を特別徴収に

20 保育所（園）、認定こども園、小規模保育園　入園・入所申し込み/
放課後児童クラブ利用申し込み受け付け

22 ファミリー・サポートセンター事業がはじまりました/
ペアレント・トレーニング

23 世界エイズデー Inひろしま/
新型コロナウイルス感染症のワクチン接種のお知らせ

24 ノロウイルスによる食中毒予防
25 8020達成者/節目歯科健診は受けましたか？ 
26 福祉のとびら/生理用品の配布期間延長

27 消費者シリーズ/年金のはなし/
外国人材の生活意識に関するアンケート

28 おおたけ・ごみ事情/市有地分譲

29 飲食店等応援イベント おおたけ！バル 開催

大竹駅伝延期/人権週間
30 カメラスケッチPART1/年末年始のバス運行時刻変更/

年末年始の市役所業務
31 としょかんだより
32 情報ステーション
36 カメラスケッチPART2
38 １月の先取り情報ステーション
39 ボートレース宮島カレンダー/休日診療/休日水道修理・使用開始

40 はじめまして/市街化区域の内のレッドゾーンを市街化
調整区域に編入

市政施策推進に寄付
日本シー・エー・ディー株式会社

　８月 31 日、日本シー・エー・ディー㈱から
大竹市政施策推進のため、1,000 万円の寄付が
市にありました。ありがとうございました。

青少年健全育成功労者等知事表彰
田端　正則 さん（湯舟町）

　大竹警察署管内少年補導協助員連絡協議会会
長、市防犯連合会理事、NPO法人代表理事と
して活動し、青少年の健全育成に尽力している
功績により、10 月 30 日、県民文化センターで
県知事表彰を受けられました。

秋の叙勲　瑞宝単光章
梅田　稔 さん
（70歳　小方 2）

元 消防団分団長
長年にわたり消防団活動の進展に貢献された功績

受章者の年齢は、発令日の11月3日現在

秋の叙勲　瑞宝双光章
小川　勝成 さん
（64歳　油見 2）

元 広島大学病院診療支援部主任部門長
　長年にわたり保健衛生事業に従事し、保健衛
生の向上に貢献された功績

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、掲載している催しなどは中止、または延期になる場合があります

感
謝
状
を
手
に
横
山
佳
雄
代
表
取
締
役
会
長（
中
央
）

横
山
芳
子
さ
ん（
左
）

11
月
４
日
、
市
長
を
表
敬
訪
問
し
た
田
端

さ
ん（
左
）
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小学生女子に小物入れを寄贈
国際ソロプチミスト大竹

　11 月１日に、国際ソロプチミスト大竹から、
市内の小学校に通う５年生女子に、手作り小物
入れ 108 個の寄贈がありました。ありがとうご
ざいました。

小方学園に本を寄贈
更生保護女性会

　10 月 19 日に、更生保護女性会から、小方学
園に本の寄贈（中学生向け 22 冊、小学生向け
絵本３冊：４万円相当分）がありました。あり
がとうございました。
　これらの本は、児童・生徒からのリクエスト
により選定されたものです。

広島県スポーツ推進委員協議会感謝状
岡本　晶子 さん

問い合わせ　生涯学習課　☎ 53-6677
　10年以上にわたりスポーツ推進委員と
して、地域スポーツの普及振興に尽力し
た功績に対して、感謝状が贈呈されました。

文化祭功労者表彰
　市の文化祭の各部門で活躍され、市の芸術文
化の振興に貢献された方を文化祭功労者として
表彰しました。

文化祭功労者（前列左から）
写　真　部　　古川　和人さん（岩国）
吟剣詩舞道部　　把田　月子さん（南栄）
民　舞　部　　望戸　良子さん（元町）
民　舞　部　　藤間　舞美苑さん（玖波）

リサイクル下敷きを寄贈
株式会社正和クリーン

　10月12日に、尾道市の㈱正
和クリーンから、市内の小学校に
通う４年生に、環境学習に役立
てるため、ペットボトルのリサイク
ル下敷き200 枚を寄贈がありま
した。ありがとうございました。

介護・認知症対策などに寄付
明治安田生命保険相互会社広島支社

　９月 21 日、明治安田生命保険相互会社広島
支社と大竹営業所従業員の皆さんから地域住民
の健康増進、介護・認知症対策および子育て支
援費用として、21 万 2,000 円の寄付が市にあ
りました。ありがとうございました。

大
竹
小
学
校
で
の
贈
呈
式
。後
列
左
か
ら
上
杉

節
子
会
長
、野
崎
光
弘
校
長
、西
祥
子
委
員
長
。

寄
贈
さ
れ
た
本
を
前
に
、左
か
ら
真
鍋
和

聰
校
長
、
正
木
千
恵
子
会
長
、
松
本
友
瑩

副
会
長
、橋
下
ヒ
ト
ミ
副
会
長
。

消防団員募集
消防団は若い力、女性の力を必要としています。
自分の大切な町、大切な人を
一緒に守りましょう。

問い合わせ　消防本部消防課
☎53-7708
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夕
刻
の
大
竹
駅
。
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
は
、
帰
路

に
つ
く
高
校
生
た
ち
で
埋
ま
り
始
め
ま
す
。
現

在
の
跨こ

線せ
ん
橋き
ょ
うの
隣
、
線
路
を
覆
う
よ
う
に
横
断

す
る
工
事
中
の
駅
舎
と
自
由
通
路
の
鉄
骨
。
そ

の
下
を
シ
ル
バ
ー
の
車
体
の
電
車
が
滑
る
よ
う

に
入
線
し
て
き
ま
す
。

明
治
30
年
に
開
業
し
た
大
竹
駅
。
１
２
４
年
の

歴
史
の
中
で
、
こ
の
駅
を
通
り
過
ぎ
た
数あ
ま
た多
の

人
々
。
喜
び
や
悲
し
み
、一
人
一
人
の
胸
に
は
、

駅
を
舞
台
に
し
た
物
語
が
刻
ま
れ
て
き
た
こ
と

で
し
ょ
う
。

令
和
５
年
、
大
竹
駅
は
ま
た
新
た
な
一
歩
を
踏

み
出
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。
長
い
駅
の
歴
史
を

振
り
返
り
、
共
に
新
時
代
の
物
語
を
つ
づ
っ
て

み
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

 

（
４
〜
13
ペ
ー
ジ
）【
取
材　
企
画
財
政
課
】

大竹駅story
―現在 過去 未来―

大竹駅の歩み
年号 西暦 内　　容

明治
30 1897 山陽鉄道広島駅－徳山駅間の開通と同時に開業

旅客・貨物の取り扱い開始
39 1906 山陽鉄道国有化により官設鉄道駅となる。
42 1909 山陽本線の所属になる。

大正 15 1926 大竹駅－岩国駅間複線化

昭和

2 1927 玖波駅－大竹駅間複線化
15 1940 大竹駅舎改修
39 1964 横川駅－小郡駅間電化　大竹駅舎改修
47 1972 一部の特急列車が大竹駅に停車（1日2本）
49 1974 大竹駅舎完成（現在の駅舎）

50 1975 山陽新幹線全線開業に伴い大竹駅停車の特急・
急行列車廃止

62 1987 国鉄分割民営化により、西日本旅客鉄道（JR西
日本）・日本貨物鉄道（JR貨物）の駅となる。

平成
19 2007 ICOCA対応の自動改札機設置
25 2013 業務委託駅になる。

令和 5 2023 大竹駅舎（建築中の新駅舎）・東西自由通路完成
予定

0
年度

1000

62 平
成
元

5 10 15 20 25 30令
和
元

2000

3000

4000

5000

6000

7000

（人） １日平均乗客数
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大
竹
駅
前
の
工
事
現
場
を
ぐ
る
り
と
囲

ん
だ
塀
の
向
こ
う
に
、
組
み
上
げ
ら

れ
た
灰
色
の
鉄
骨
が
見
え
て
き
ま
す
。
令

和
５
年
の
春
に
完
成
予
定
の
新
駅
舎
と
自

由
通
路
の
一
部
で
す
。
令
和
２
年
12
月
に

基
礎
杭
工
事
に
着
手
し
て
か
ら
、
こ
の
夏

ご
ろ
か
ら
徐
々
に
姿
を
現
し
て
き
ま
し

た
。

　
「
工
事
の
進
ち
ょ
く
状
況
は
40
％
ほ
ど

と
考
え
ら
れ
ま
す
」。
そ
う
答
え
て
く
れ

た
の
は
、
工
事
の
現
場
と
駅
と
の
調
整
を

図
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
工
事
を
進
め
て
い
く

役
割
を
担
っ
て
い
る
西
日
本
旅
客
鉄
道
株

式
会
社
広
島
建
築
工
事
所
の
田た

出い
で

颯は
や
とさ
ん

と
吉よ
し
田だ

依い

那な

さ
ん
。

　

大
竹
駅
は
旅
客
駅
と
貨
物
駅
と
が
同
居

す
る
駅
。
貨
物
ヤ
ー
ド
を
含
む
た
め
、
広

島
〜
岩
国
間
の
駅
の
中
で
は
、
広
い
構
内

と
な
っ
て
お
り
、
西
口
と
東
口
と
を
結
ぶ

１
２
７
ｍ
に
及
ぶ
自
由
通
路
は
、
沿
線
の

旅
客
駅
と
比
べ
て
も
長
い
も
の
に
な
り
ま

す
。

　
「
西
側
か
ら
旅
客
の
線
路
、
ホ
ー
ム
、
貨

物
ヤ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
を
ま
た

い
で
杭
や
鉄
骨
を
施
工
す
る
と
き
に
、
お

客
様
の
安
全
に
配
慮
し
な
が
ら
行
う
と
い

う
と
こ
ろ
に
難
し
さ
が
あ
り
ま
し
た
」。
何

よ
り
も
安
全
確
保
に
細
心
の
注
意
を
払
う

田
出
さ
ん
た
ち
で
す
。
そ
の
た
め
、
工
事

は
夜
間
に
行
う
こ
と
が
多
く
、
周
辺
住
民

へ
の
配
慮
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
「
近
隣
の
方
に
は
、
ビ
ラ
な
ど
で
工
事

内
容
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
音

も
で
き
る
だ
け
低
減
す
る
よ
う
に
努
め
て

施
工
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」
と
吉

田
さ
ん
は
語
っ
て
い
ま
す
。

橋
上
駅
と
な
る
新
し
い
駅
舎
。
広
島
シ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
位
置
づ
け
ら

れ
る
エ
リ
ア
で
広
島
駅
以
西
で
は
、
ほ
と

ん
ど
が
橋
上
駅
に
変
わ
り
ま
し
た
。
最
近

の
駅
の
特
徴
で
、
改
札
口
と
駅
の
両
側
エ

リ
ア
を
自
由
通
路
で
つ
な
げ
る
こ
と
で
、

利
用
者
の
利
便
性
が
高
ま
る
と
考
え
ら
れ

て
い
る
か
ら
で
す
。

　
「〝
Ｊ
Ｒ
大
竹
駅
デ
ザ
イ
ン
ア
ン
ケ
ー

ト
〞
で
市
民
の
方
の
意
見
を
取
り
入
れ
な

が
ら
、
大
竹
和
紙
で
で
き
た
こ
い
の
ぼ
り

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
駅
舎
の
デ
ザ
イ
ン

を
決
め
ま
し
た
。
地
域
と
共
生
し
な
が
ら
、

地
域
に
愛
さ
れ
る
駅
舎
を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」。
新
た
に
生
ま

れ
変
わ
る
駅
舎
へ
の
思
い
を
語
っ
て
く
れ

た
２
人
で
し
た
。

令和3年10月末撮影令和3年10月末撮影

東口へと伸びてきた自由通路を前に田出さん（右）と吉田さん（左）11月11日撮影東口へと伸びてきた自由通路を前に田出さん（右）と吉田さん（左）11月11日撮影

地
域
に
愛
さ
れ
る
駅
舎
に
―

西
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

田
出
　
颯
さ
ん
　
吉
田 

依
那
さ
ん

大
竹
駅
周
辺
は
、
昭
和
63
年
に
『
大
竹

駅
前
地
区
市
街
地
基
本
計
画
』
を
策

定
し
、
市
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
平
成

７
年
に
は
、
駅
周
辺
市
街
地
を
高
架
橋
で

結
ぶ
市
道
新
町
西
栄
線
（
自
由
通
路
）
と
、

東
口
広
場
も
計
画
さ
れ
ま
し
た
が
、
景
気

の
低
迷
や
財
政
状
況
、
関
係
機
関
と
の
調

整
の
難
航
な
ど
の
理
由
で
、
な
か
な
か
進

展
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
、
地
元
自

治
会
や
障
害
者
団
体
な
ど
か
ら
駅
周
辺
の

活
性
化
や
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
望
む

声
も
あ
り
、
平
成
24
年
に
『
大
竹
駅
周
辺

整
備
新
構
想
』
が
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

構
想
に
基
づ
き
、
駅
東
西
地
区
の
回
遊
性

の
向
上
、
駅
や
周
辺
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、

交
通
拠
点
・
結
節
点
の
機
能
強
化
を
目
的

に
、
駅
の
橋
上
化
や
東
口
広
場
整
備
、
憩

い
・
交
流
空
間
を
創
出
で
き
る
西
口
広
場

の
再
整
備
な
ど
、
駅
周
辺
整
備
の
一
体
的

と
な
っ
た
事
業
の
方
向
性
を
持
っ
て
、
Ｊ

Ｒ
な
ど
関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
平
成
30
年
に
は
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
、

Ｊ
Ｒ
貨
物
、
市
の
３
者
で
基
本
協
定
を
締

結
。
平
成
31
年
に
詳
細
設
計
、
令
和
２
年

に
着
工
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
令
和

４
年
度
末
に
橋
上
駅
舎
と
自
由
通
路
の
完

成
、
そ
の
後
、
東
西
広
場
の
整
備
を
行
う

予
定
で
す
。

生
ま
れ
変
わ
る
大
竹
駅
。
そ
の
外
観
に

は
、
大
竹
な
ら
で
は
の
特
徴
が
あ
り

ま
す
。

　
「
駅
舎
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
市
民

や
駅
を
利
用
す
る
人
、
大
竹
高
校
の
生
徒

が
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
し
て
く
れ
ま
し
た
。

大
竹
ら
し
さ
を
感
じ
る
と
い
う
意
見
が
多

か
っ
た〝
和
紙
〞や〝
手
描
き
こ
い
の
ぼ
り
〞

を
取
り
入
れ
た
デ
ザ
イ
ン
で
す
」
と
話
す

の
は
、
都
市
計
画
課
の
長
戸
主
任
。

　
「
駅
の
東
西
を
結
ぶ
自
由
通
路
は
、
幅

員
４
ｍ
の
歩
行
者
専
用
道
路
で
す
。
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
の
た
め
、
自
由
通
路
の
出
入

り
口
側
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
ま

す
。
待
ち
合
い
ス
ペ
ー
ス
や
多
機
能
付
き

の
ト
イ
レ
も
整
備
し
ま
す
。
市
街
地
を
行

き
来
で
き
る
自
由
通
路
は
、
ま
ち
の
活
性

化
の
き
っ
か
け
に
な
る
要
素
を
含
ん
で
い

る
の
で
は
」
と
期
待
を
込
め
る
長
戸
主
任

で
し
た
。

東
西
に
整
備
さ
れ
る
広
場
に
は
、
送
迎

用
の
乗
用
車
が
ス
ム
ー
ズ
に
乗
り
降

り
で
き
る
よ
う
乗
降
場
や
駐
車
場
が
設
け

ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
西
口
の
交
流
広
場
の

一
角
に
は
屋
根
付
き
の
ス
ペ
ー
ス
が
設
け

ら
れ
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
使
用
で
き
る
予

定
で
す
。

　
「
交
流
広
場
の
活
用
な
ど
は
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
思
い
を
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」。
単
に
移
動
手
段
の
た
め
の
駅
で
は

な
く
、
人
々
が
集
い
に
ぎ
わ
う
空
間
と
な

る
こ
と
を
願
う
長
戸
主
任
で
す
。

広
島
方
面

広
島
方
面

岩
国
方
面

岩
国
方
面

自由通路自由通路

橋上駅舎橋上駅舎

交流広場交流広場
西口広場西口広場

西口広場西口広場橋上駅舎橋上駅舎

自由通路自由通路岩
国
方
面

岩
国
方
面

広
島
方
面

広
島
方
面

東口広場東口広場

このイメージパースは令和３年このイメージパースは令和３年
11月時点の計画であり、今後の11月時点の計画であり、今後の
関係機関協議などにより、変更関係機関協議などにより、変更
になる可能性があります。になる可能性があります。

このイメージパースは令和３年このイメージパースは令和３年
11月時点の計画であり、今後の11月時点の計画であり、今後の
関係機関協議などにより、変更関係機関協議などにより、変更
になる可能性があります。になる可能性があります。

交流広場の活用を考えるワークショップ交流広場の活用を考えるワークショップ
を開催。熱心な意見を交わしました。を開催。熱心な意見を交わしました。

大竹らしさを感じる駅
 人々のにぎわう空間に―

都市計画課　主任

長戸　宏樹

大竹駅story
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出
征
兵
士
を
見
送
っ
た
駅

 

岩
田　
好
弘
さ
ん
（
本
町
）

　

ガ
タ
ン
と
大
き
な
音
が
し
た
の
で
び
っ

く
り
。
立
ち
止
ま
っ
て
見
て
い
る
と
上
り

出
発
信
号
機
（
腕
木
式
）
が
降
下
し
進
行

が
表
示
さ
れ
た
の
で
し
た
。
間
も
な
く「
Ｃ

53
型
蒸
気
機
関
車
」
に
け
ん
引
さ
れ
客
車

が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

　
窓
か
ら
２
人
、「
武
運
長
久
」「
祝
出
征
…
」

の
タ
ス
キ
を
掛
け
た
兵
隊
さ
ん
が
盛
ん
に

手
を
振
っ
て
い
ま
す
。
上
り
ホ
ー
ム
側
に

は
多
数
の
町
民
・
小
学
生
が
日
の
丸
の
小

旗
で
見
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

当
時
大
竹
は
養
蚕
業
が
盛
ん
で
鉄
道
か

ら
海
側
は
見
渡
す
限
り
の
桑
畑
…
。
今
で

は
想
像
も
で
き
ま
せ
ん
。
84
年
前
の
昭
和

12
年
（
１
９
３
７
年
）
秋
頃
の
光
景
で
す
。

　

こ
の
頃
は
大
竹
小
、
高
学
年
は
１
組
か

２
組
ず
つ
交
替
で
兵
隊
さ
ん
の
見
送
り
に

旗
を
持
っ
て
駅
に
行
き
ま
し
た
。
ま
た
悲

し
い
「
英
霊
」
の
出
迎
え
に
駅
前
の
両
側

に
並
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

１
９
３
７
年
７
月
日
華
事
変
（
日
中
戦

争
）
が
発
生
し
て
次
第
に
戦
時
色
を
強
め
、

41
年
に
太
平
洋
戦
争
へ
と
続
き
45
年
８
月

ま
で
８
年
間
、
苦
労
と
我
慢
の
連
続
で
し

た
。

昭和12年7月に勃発した日中戦争。昭和13年2月、物言わぬ遺骨と
なって帰還した兵士を雪の駅頭で迎える人々。（村井浩さん提供）

戦争に突入していくと、大竹町でも多くの在郷軍人が召集され
た。昭和12年9月大竹駅は出征兵士の見送りでごった返した。
（村井浩さん提供）

「
大
竹
駅
」、私
の
思
い
出

M
em

ories of O
take Station

PART1

大竹駅にまつわる思い出を募集すると、みなさん
から手紙やメール、写真が寄せられました。
駅という人が行き交う舞台には、いくつもの
ドラマが生まれます。それぞれの胸に残る思い出
のページをめくってみることにしましょう。

８
月
６
日

け
が
人
で
混
雑
し
た
駅

 

浴　
恵
子
さ
ん
（
立
戸
）

　

昭
和
20
年
か
ら
26
年
春
に
呉
へ
転
勤
に

な
る
ま
で
、
父
は
大
竹
駅
に
勤
務
し
て
い

ま
し
た
。
私
は
小
学
生
で
駅
横
の
官
舎
に

住
ん
で
走
り
回
っ
て
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

父
は
列
車
が
出
入
り
す
る
た
び
に
、
ホ
ー

ム
に
出
て
懐
中
時
計
を
見
て
は
合
図
を
し

て
い
ま
し
た
。

　

空
襲
で
岩
国
陸
軍
燃ね
ん

料り
ょ
う

廠し
ょ
うが
燃
え
た

と
き
、
駅
前
広
場
の
地
下
壕
を
出
る
と
空

が
半
分
黒
く
な
っ
て
い
た
こ
と
を
忘
れ
ら

れ
ま
せ
ん
。

　

８
月
６
日
の
夕
方
は
、
多
く
の
け
が
人

が
運
ば
れ
駅
は
混
雑
し
て
い
ま
し
た
。
ど

う
し
て
こ
ん
な
酷ひ
ど

い
こ
と
が
起
き
た
の
か

と
目
を
覆
っ
た
も
の
で
す
。

　

戦
後
は
引
き
揚
げ
の
軍
人
さ
ん
た
ち
で

駅
前
は
に
ぎ
や
か
に
な
り
、
夜
は
大
き
な

ラ
イ
ト
が
照
ら
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
後
に

民
間
人
の
引
き
揚
げ
で
近
所
の
人
た
ち
と

一
緒
に
レ
ン
ガ
を
積
み
、
大
釡
で
炊
き
出

し
を
し
て
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　

引
き
揚
げ
の
人
が
私
に
「
ほ
っ
ぺ
が
林り

ん

檎ご

の
よ
う
ね
、
引
き
揚
げ
の
子
は
船
酔
い

で
青
ざ
め
て
い
ま
す
よ
」
と
言
わ
れ
た
こ

と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

今
で
も
大
竹
駅
に
行
く
た
び
に
、
戦
後

の
不
自
由
な
時
代
を
家
族
が
元
気
で
過
ご

し
た
日
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。

大
竹
駅
の
改
札
口

仁
田　
茂
さ
ん
（
南
栄　
元
広
島
駅
長
）

　

昭
和
46
年
の
初
夏
の
こ
ろ
、
ち
ょ
う
ど

私
は
国
鉄
中
国
支
社
の
管
理
部
門
で
勤
務

し
て
い
ま
し
た
。
当
時
、
国
鉄
は
輸
送
力

拡
充
の
時
代
で
し
た
。
そ
の
中
で
大
竹
駅

の
駅
舎
改
築
計
画
の
合
議
書
類
を
担
当
者

が
持
参
、
決
裁
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
図

面
を
見
ま
す
と
、
現
在
の
改
札
口
付
近
が

上
り
列
車
も
、
下
り
列
車
も
階
段
利
用
で

跨こ

線せ
ん
橋き
ょ
うを
渡
る
案
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

上
り
方
面
の
お
客
様
が
、
わ
ざ
わ
ざ
跨

線
橋
を
上
り
下
り
し
て
い
た
だ
く
こ
と

は
、
大
竹
駅
の
場
合
納
得
が
い
か
な
い
。

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
か
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

付
け
る
か
、
ま
た
は
応
急
措
置
と
し
て
廃

材
の
電
柱
を
工
面
し
て
暫
定
的
に
橋
を
渡

す
。
建
物
の
壁
は
取
り
外
し
、
通
路
面
は

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
で
上
塗
り
し
…
。
お
客
様

に
負
担
が
掛
か
ら
な
い
よ
う
な
通
路
・
構

造
物
、
建
物
を
作
っ
て
欲
し
い
…
と
、
控

え
め
に
注
文
を
付
け
た
こ
と
で
し
た
。

　

お
客
様
の
立
場
と
し
て
も
、
改
札
口
か

ら
先
、数
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
の
上
り
ホ
ー

ム
へ
階
段
を
利
用
す
る
よ
り
も
、
短
い
距

離
で
労
力
を
少
し
で
も
掛
け
ず
利
用
で
き

る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
の
は
当
然
と
…
。

や
が
て
素
人
的
な
話
の
そ
の
と
お
り
に
出

来
上
が
っ
て
い
る
の
に
は
、
こ
ち
ら
が

び
っ
く
り
、
恐
縮
し
た
次
第
で
す
。

　

あ
の
こ
ろ
か
ら
、
既
に
50
年
が
過
ぎ
て

い
ま
す
が
、
い
ま
だ
堅
固
に
そ
の
ま
ま
を

ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
う

れ
し
い
こ
と
に
は
、
新
し
い
駅
舎
に
は
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
も
設
置
さ
れ
る
と
伺
っ
て
い

ま
す
。
ご
安
心
の
上
、
今
後
と
も
お
友
達

を
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
再
々
の
ご
旅
行

等
、
Ｊ
Ｒ
を
ご
利
用
の
こ
と
現
職
に
代
わ

り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昭和49年2月6日、現駅舎の落成式が行われた。当初は青っぽい外
観。ボックス型の改札口で、当時の二階堂哲朗市長がテープカット
をして祝った。当時の大竹駅は1日約8,700人の乗降客数があった。

昭和38年ごろの駅舎。駅前には、徳山ボート、広島
競輪の立て看板が見える。現在建築中の新駅舎あ
たりにあった。（村井浩さん提供）

昭和47年3月15日のダイヤ改正で、特急『はと』が
1日2本停車することになった。日の丸を振って初停
車を出迎えた。

大竹駅story
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キ
オ
ス
ク
で
買
う
少
年
ジ
ャ
ン
プ

 

中
林　
誠
さ
ん
（
東
栄
）

　

大
竹
駅
の
思
い
出
は
、
今
か
ら
36
年
前

に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

　

当
時
高
校
生
だ
っ
た
私
は
毎
朝
新
聞
配

達
を
し
て
い
ま
し
た
。
新
聞
配
達
↓
学
校

↓
岩
国
の
「
お
好
み
焼
き
の
徳
川
」
の
バ

イ
ト
を
ル
ー
プ
し
て
い
た
の
を
覚
え
て
い

ま
す
。

　

学
校
も
広
島
工
業
大
学
附
属
広
島
高
等

学
校
に
通
っ
て
い
た
の
で
、
朝
は
大
竹
駅

か
ら
廿
日
市
駅
ま
で
、
夕
方
は
大
竹
駅
か

ら
岩
国
駅
ま
で
通
い
、
バ
イ
ト
に
明
け
暮

れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
私
の
楽
し
み
は
漫
画
を
読
む
こ

と
で
し
た
。
週
刊
少
年
ジ
ャ
ン
プ
が
大
好

き
だ
っ
た
私
は
新
聞
配
達
が
終
わ
る
と
、

大
竹
駅
の
キ
オ
ス
ク
で
、
ジ
ャ
ン
プ
が
発

売
し
て
な
い
か
店
員
さ
ん
に
伺
う
と
、「
火

曜
発
売
だ
か
ら
月
曜
日
に
入
る
よ
」っ
て
言

わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
「
月
曜
に
購
入
し

て
い
る
の
だ
っ
た
ら
内
緒
だ
け
ど
、
日
曜

日
に
入
る
か
ら
買
い
に
来
ん
さ
い
」
っ
て

言
わ
れ
た
こ
と
が
大
変
嬉う

れ

し
く
て
、
新
聞

配
達
が
終
わ
る
と
、
３
年
間
毎
週
日
曜
日

に
買
い
に
行
っ
て
い
た
の
が
懐
か
し
い
思

い
出
で
す
。

　

現
在
で
も
仕
事
で
通
う
の
に
毎
日
大
竹

駅
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

あ
こ
が
れ
の
定
期
券

 
山
崎　
敦
子
さ
ん
（
岩
国
市
）

　

大
竹
高
校
在
学
中
の
通
学
手
段
は
徒
歩

で
し
た
。
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
中
に
は
宮
島

口
方
面
か
ら
通
学
す
る
友
人
も
い
て
、
下

校
の
際
は
大
竹
駅
ま
で
お
し
ゃ
べ
り
し
な

が
ら
歩
き
、
そ
こ
で
別
れ
ま
し
た
。
さ
よ

な
ら
の
挨あ
い

拶さ
つ

を
交
わ
し
た
後
、
改
札
口
で

定
期
券
を
差
し
出
す
友
の
姿
が
、
な
ぜ
か

か
っ
こ
良
く
見
え
ま
し
た
。

　

卒
業
後
、
広
島
の
短
大
に
進
学
し
、
念

願
の
女
子
大
生
に
な
れ
た
時
、
真
っ
先
に

頭
に
浮
か
ん
だ
の
は
、
大
竹
駅
か
ら
広
島

駅
ま
で
の
定
期
券
が
購
入
で
き
る
こ
と
で

し
た
。

　

普
段
の
通
学
は
も
ち
ろ
ん
、
休
日
に
は

西
条
の
友
人
と
広
島
駅
で
待
ち
合
わ
せ
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

私
の
青
春
時
代
の
一
コ
マ
を
語
る
時
、

大
竹
駅
が
い
つ
も
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。

駅
の
ポ
ス
タ
ー
が
夢
を
か
な
え
た

 

中
林　
文
愛
さ
ん
（
東
栄
）

　

大
竹
に
引
っ
越
し
を
し
て
間
も
な
く
、

岩
国
駅
ま
で
通
勤
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

あ
る
日
大
竹
駅
に
貼
り
出
さ
れ
て
い
た

ポ
ス
タ
ー
の
新
幹
線
乗
務
の
颯さ
っ

爽そ
う

と
し
た

パ
ー
サ
ー
の
姿
を
見
ま
し
た
。
そ
の
時
に

幼
き
日
に
思
い
描
い
て
い
た
姿
を
思
い
出

し
、
パ
ー
サ
ー
の
面
接
に
応
募
し
ま
し
た
。

思
え
ば
あ
の
時
、
と
て
も
厳
し
い
面
接
で

辛つ
ら

く
感
じ
ま
し
た
が
、
何
度
か
の
面
接
を

経
て
、
無
事
中
途
入
社
の
内
定
を
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

毎
日
、
大
竹
駅
か
ら
通
勤
を
し
大
阪
駅

や
博
多
駅
、
岡
山
駅
、
西
日
本
方
面
を
受

け
持
ち
、
業
務
に
邁ま
い

進し
ん

し
て
い
ま
す
。
あ

の
時
ポ
ス
タ
ー
を
見
て
い
な
け
れ
ば
、
今

の
私
も
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
数
年
後
、
新
し
い
大
竹
駅
に
な
っ
た
ら
、

帰
宅
途
中
に
カ
フ
ェ
を
満
喫
し
て
み
た
い

で
す
。
思
い
出
も
あ
る
大
竹
駅
が
新
し
く

な
り
、
新
し
い
思
い
出
も
た
く
さ
ん
増
や

し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

家
族
で
電
車
に
乗
っ
て
出
か
け
る
た
び

に
、
大
竹
駅
の
同
じ
場
所
で
写
真
を
撮
っ

て
い
ま
し
た
。
写
真
を
撮
っ
て
い
た
父
は

10
年
前
に
他
界
し
、
兄
は
結
婚
し
て
県
外

に
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
も
う
兄
妹
で

こ
の
写
真
を
撮
る
こ
と
は
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
こ
の
写
真
は
家
族
全
員
の

大
切
な
思
い
出
で
す
。

昭和42年の駅前。駅前で喫茶店や食堂などを営んでいた
丸山商店。（丸山光代さん提供）

昭和45年、駅前のロータリーの花壇で奉仕活動をする大竹
高校家庭クラブの生徒たち。

（平成２年～平成20年撮影）
山根 静佳さん

「大竹駅」、私の思い出
PART2

栄
地
区
の
活
性
化
に

期
待
し
て
い
ま
す
―

 

西
栄
１
丁
目
自
治
会
長　
　

 

三
上　
博
士
さ
ん

地
元
待
望
の
東
口
で
す
。
こ
れ
が
で

き
る
と
栄
地
区
の
人
の
流
れ
が
変

わ
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
今
は
駅
に
電

車
が
停
車
し
て
い
る
と
、
す
ぐ
南
側
の
郷

水
第
２
踏
切
の
遮
断
機
は
、
長
く
下
り
た

ま
ま
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

栄
地
区
の
利
用
者
は
、
踏
切
を
通
ら
な
く

て
も
駅
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
の
で
、
利
便
性
が
高
ま
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
付
き
の
橋
上
駅

と
自
由
通
路
が
で
き
る
こ
と
で
、
お
年
寄

り
や
障
害
の
あ
る
方
も
随
分
楽
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
の
駅

で
下
り
の
電
車
を
利
用
す
る
と
き
は
、

い
っ
た
ん
跨
線
橋
を
渡
ら
な
け
れ
ば
な
り

西
口
に
整
備
す
る
交
流
広
場
を
ど
の
よ

う
に
活
用
し
て
い
く
か
を
考
え
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
ま
し
た
。
令

和
元
年
の
10
月
か
ら
翌
年
の
２
月
に
か
け

て
３
回
開
か
れ
た
も
の
で
、
４
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
、
い
ろ
ん
な
意
見
を
出
し
合

い
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
が
で
き
る
よ
う
な
ス

ペ
ー
ス
も
い
い
と
思
い
ま
す
が
、
日
常
的
に

訪
れ
て
休
憩
が
で
き
、
そ
こ
に
行
っ
た
ら
い

つ
も
誰
か
い
る
よ
う
な
場
所
に
な
っ
た
ら
い

い
ね
、
と
い
う
よ
う
な
意
見
も
多
か
っ
た
よ

う
で
す
。
私
は
観
光
案
内
所
の
よ
う
な
も
の

が
あ
っ
た
り
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が
来
た
り
し

て
、
人
が
集
ま
れ
る
よ
う
な
と
こ
ろ
に
な
っ

た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
大
竹
駅
で
降

り
る
目
的
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
も
大
事
な

ま
せ
ん
。
ひ
ざ
の
具
合
が
悪
い
人
は
、
上

り
下
り
が
大
変
で
し
た
か
ら
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
あ
る
和
木
駅
ま
で
行
っ
て
戻
っ
て

き
た
り
す
る
と
い
う
話
も
聞
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
新
駅
舎
が
で
き
る
こ
と
を
見
込
ん
で
、

栄
地
区
の
宅
地
開
発
も
進
ん
で
い
る
よ
う

で
す
。
住
宅
を
購
入
す
る
若
い
年
代
の
人

が
住
ん
で
く
れ
れ
ば
、
さ
ら
に
栄
地
区
が

活
性
化
す
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

　

長
年
の
夢
だ
っ
た
駅
舎
が
完
成
し
た

ら
、
地
元
と
し
て
も
何
か
お
祝
い
の
催
し

が
で
き
た
ら
い
い
な
と
私
自
身
は
思
っ
て

い
ま
す
。

の
か
な
と
思
う
の
で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
の
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
検
討
し
な
が
ら
の
話

し
合
い
で
、
自
分
た
ち
の
考
え
た
も
の
が

全
部
実
現
で
き
る
と
は
思
っ
て
は
い
ま
せ

ん
が
、
意
見
の
中
に
あ
っ
た
よ
う
な
イ
ベ

ン
ト
に
も
使
え
る
屋
根
付
き
の
ス
ペ
ー
ス

が
で
き
る
の
は
う
れ
し
い
で
す
。

　
み
な
さ
ん
す
ご
く
活
発
に
意
見
を
出
さ

れ
て
盛
り
上
が
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

し
た
。
新
し
い
駅
舎
や
交
流
広
場
を
み
ん

な
が
、
こ
ん
な
に
も
楽
し
み
に
し
て
い
る

ん
だ
な
ぁ
と
実
感
し
ま
し
た
。

　
ま
ち
の
こ
と
を
考
え
、
夢
が
語
れ
る
よ

う
な
機
会
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
っ
て
、
本

当
に
良
か
っ
た
で
す
。

「絶滅危惧駅舎
訪ねておきたい名駅舎たち」
写真と文　杉崎行恭（二見文庫）
　著者が訪ね歩いた全国の名
建築駅舎の本。『明治の駅舎』
『モダニズムの駅舎』『神社仏
閣駅舎』などに分類されてい
る。大竹駅も『嗚呼、国鉄建築
の駅舎』というカテゴリーの中
で、「キレのいいフォルムの駅
舎」と紹介されている。ちなみ
に玖波駅は『王道の洋館駅舎』
で、玄関のひさしが特徴的な洋
館住宅風の駅舎となっている。

「鉄道100年記念日本の駅
写真でみる国鉄駅舎のすべて」
鉄道ジャーナル社　編集

　明治５年に日本の鉄道が開業して
から100年目にあたる昭和47年発行
の写真集。国鉄時代の３千数百の旅
客駅を網羅している。各駅の開業年、
改築年、路線名などに加えて、沿線の
名所・旧跡の項目もある。大竹駅は先
代の駅舎の写真とともに、蛇喰磐、弥
栄峡、渡ノ瀬ダム、三倉岳、亀居城跡
が掲載されている。ユニークなのは、
職場の標語・モットーの紹介。大竹駅
は『和』となっている。

書
籍
で
紹
介『
大
竹
駅
』

ま
ち
の
こ
と
を
考
え
る

ま
ち
の
こ
と
を
考
え
る

機
会
で
し
た

機
会
で
し
た
―

　
　
　
大
竹
駅
西
口
交
流
広
場
の
活
用
方
針

　
　
　
大
竹
駅
西
口
交
流
広
場
の
活
用
方
針

　
　
　
策
定
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者

　
　
　
策
定
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者

  

岩
﨑　
静
穂

岩
﨑　
静
穂
さ
ん
さ
ん

―駅が変わる まちが変わる―

大竹駅story
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昭
和
49
年
の
建
設
か
ら
47
年
が
経
過

し
、
老
朽
化
し
た
駅
舎
。
今
の
時
代

に
ふ
さ
わ
し
い
駅
舎
に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ

る
と
と
も
に
、
長
年
の
懸
案
だ
っ
た
東
西

の
ま
ち
を
結
ぶ
自
由
通
路
や
駅
前
広
場
を

整
備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
自
分
た
ち

の
ま
ち
の
駅
の
再
生
を
応
援
し
、
愛
着
が

持
て
る
よ
う
に
と
の
思
い
も
込
め
て
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
仕
組
み
を
使
っ
た
公
共
が

行
う
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
『
大
竹

駅
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
を
立
ち
上
げ
て

い
ま
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
、
窓
口
と

な
っ
て
い
る
総
務
課
の
杉
山
茂
課
長
補
佐

に
聞
き
ま
し
た
。

　
「
令
和
元
年
か
ら
始
め
て
い
ま
す
が
、
市

内
外
の
方
や
企
業
か
ら
寄
付
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
市
外
の
方
は
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
返
礼
品
を
お
送
り
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
市
民
の
方
に
は
制
度
上
返
礼
品

を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
何

ら
か
の
形
で
み
な
さ
ん
の
善
意
を
表
わ
す

こ
と
が
で
き
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
そ

れ
が
自
由
通
路
の
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
た

寄
付
者
の
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
で
す
」。

　

広
島
市
立
大
学
芸
術
学
部
講
師
の
青
木

伸
介
さ
ん
に
依
頼
し
て
い
る
ネ
ー
ム
プ

レ
ー
ト
は
、
大
竹
の
手
す
き
和
紙
を
使
っ

た
も
の
を
想
定
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。
自
分
の
名
前
が
、
大
竹
の
伝
統
工
芸

大
竹
駅
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
寄
付
を

さ
れ
た
方
へ
の
感
謝
の
意
味
を
込
め

て
、
駅
の
自
由
通
路
の
壁
面
に
設
け
ら
れ

た
ス
ペ
ー
ス
に
、
記
念
と
な
る
よ
う
な
も

の
を
飾
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
発
案
さ

れ
た
の
が
、
漆
と
和
紙
を
使
っ
た
造
形
物
。

そ
こ
に
寄
付
者
の
名
前
を
入
れ
て
い
く
と

い
い
ま
す
。
そ
の
造
形
物
の
制
作
に
取
り

組
ん
で
い
る
の
が
、
漆
造
形
の
作
家
で
あ

り
広
島
市
立
大
学
芸
術
学
部
で
学
生
の
指

導
に
あ
た
っ
て
い
る
青
木
伸
介
さ
ん
で

す
。
こ
の
日
も
学
生
た
ち
を
連
れ
て
、
防

鹿
の
『
手
漉す

き
和
紙
の
里
』
で
実
習
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
し
た
。

　

自
由
通
路
に
飾
ら
れ
る
造
形
物
は
、
ど

の
よ
う
な
も
の
に
な
る
の
か
伺
い
ま
し
た
。

　
「
木
製
の
パ
ネ
ル
に
和
紙
を
張
り
重
ね

た
も
の
に
、
漆
を
塗
っ
た
タ
イ
ル
状
の

ピ
ー
ス
を
組
み
合
わ
せ
た
大
竹
和
紙
を
生

か
し
た
作
品
で
、
こ
の
地
域
に
あ
る
自
然

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
も
の
で
す
。
木
々
や
、

海
や
川
の
水
、
草
花
、
昆
虫
、
そ
れ
に
人

の
生
活
、
大
竹
の
工
業
地
帯
、
そ
う
い
っ

た
も
の
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
」。

昨
年
開
催
さ
れ
た
『
ひ
ろ
し
ま
県
民
文

化
祭
』
で
は
、
広
島
市
立
大
学
社
会

連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
出
品
（
写

真
）。
こ
い
の
ぼ
り
や
コ
ウ
ゾ
な
ど
を
デ

ザ
イ
ン
し
た
作
品
で
、
こ
れ
が
今
回
自
由

通
路
に
飾
る
造
形
物
の
原
形
の
よ
う
な
も

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

作
品
の
中
に
、
ど
の
よ
う
に
名
前
を
入

れ
て
い
く
の
か
、
青
木
さ
ん
も
構
想
中
の

よ
う
で
す
。
年
内
に
は
デ
ザ
イ
ン
案
を
作

り
、
来
年
制
作
に
入
る
予
定
と
の
こ
と
で

し
た
。

　

ど
の
よ
う
な
作
品
が
、
自
由
通
路
に
お

目
見
え
す
る
の
か
、
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

広島市立大学社会連携プロ
ジェクト採択事業『和紙と漆
の壁面装飾タイル』（部分）

生再駅竹大
みんなの思いが駅を変える

クラウドファンディング
―来年３月まで受け付け―

問い合わせ
　総務課　☎59-2120

ふるなびクラウドファンディング

プ ロ ジ ェ ク ト

大
竹
和
紙
を
生
か
し
た
作
品
に
―

 

広
島
市
立
大
学
芸
術
学
部
デ
ザ
イ
ン
工
芸
学
科
講
師　

青
木　
伸
介
さ
ん

品
と
一
緒
に
な
っ
て
新
し
い
駅
を
飾
る
こ

と
で
、
駅
の
歴
史
に
足
跡
を
残
す
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
自
由
通
路
が
で
き
る
こ
と
で
、
東
口

の
栄
地
区
に
お
住
ま
い
の
方
や
、

通
勤
で
事
業
所
に
お
勤
め
の
方
は
、
利
便

性
が
高
ま
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ぜ
ひ
、
市
外
か
ら
駅
を
利
用
さ
れ
て
い
る

方
に
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
」。
そ
う
呼
び
掛
け
る
杉
山
課

長
補
佐
で
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
寄
付
は
、
令
和
４

年
３
月
末
ま
で
受
け
付
け
て
お
り
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ま
た
は
市
役
所
、
各
支
所

に
備
え
付
け
の
用
紙
か
ら
も
申
し
込
み
が

で
き
ま
す
。

市
内
の
企
業
・
事
業
者
の
方
へ

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の
募
集

問
い
合
わ
せ　

総
務
課　

☎
59
２
１
２
０

　

市
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
と
し
て

贈
呈
す
る
商
品
な
ど
を
、
随
時
募
集
し
て

い
ま
す
。
返
礼
品
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
も
の
な
ど
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

○

市
内
で
生
産
さ
れ
た
も
の

○

市
内
で
返
礼
品
の
原
材
料
の
主
要
な
部

分
が
生
産
さ
れ
た
も
の

○

市
内
で
返
礼
品
の
製
造
・
加
工
な
ど
主

要
な
部
分
を
行
う
こ
と
で
付
加
価
値
が

生
じ
て
い
る
も
の

○

市
内
で
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス

　

興
味
が
あ
る
方
は
、
総
務
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

ガバメントクラウドファンディング
Government Crowd Funding（GCF）

　ガバメントクラウドファンディングは、ふるさ
と納税を利用して、地方自治体が特定の目的のた
めに出資を募るもの。寄付金について税控除が適
用される。大竹駅再生プロジェクトは、これに該
当する。
大竹駅再生プロジェクト寄付額（令和元年12月１日～令和３年10月31日）

63,186,000円

教えてタテイシさん
大竹駅関係の財源って？
　クラウドファンディングで寄付を集めて
いるということですが、大竹駅周辺整備
事業というのは、いくらくらいかかるのでしょう。
財政担当の建石尚男主幹に聞きました。
　「事業費は約51億円で、その財源内訳は、国の交付金
が約４割、市債（借入金）が約３割、一般財源が約３割で
す。一般財源は大規模事業に備えて、これまで積み立てて
きた基金（地方創生事業基金）を主に取り崩します。この
基金にクラウドファンディングの寄付金も含まれています」。

■13歳から24歳まで住んでいました。現在は大竹
市の会社に勤めており、ずっと大竹と関わっていま
すが、やはり故郷なので特別な思いがあります。海
と山に囲まれたこの環境が大好きで、落ち着きま
す。ますます大竹市が住み良い街になるとうれしい
です。 （広島市佐伯区）

■駅はその街の玄関だと思っています。ぜひステキ
な駅を作ってください。 （広島市東区）

■大竹駅前にオフィスを構えております。ぜひ駅前
周辺の活性化と地域貢献ができればという思いで協
賛させていただきます。 （廿日市市）

■みんなが使いやすい駅になるといいですね。
 （長野県安曇野市）

■自分が関係している会社の工場があります。発展
を祈ります。 （東京都新宿区）

■きれいで便利な駅に生まれ変わるのを楽しみにし
ています。 （横浜市青葉区）

■大竹市生まれなのですが幼少時に引っ越したので
記憶がなく、生まれて40年以上たった約10年前に
電車で通り過ぎて駅を見ました。たまたまクラウド
ファンディングに出会いましたので寄付させていた
だきます。いつか大竹に訪れてみたいと思っていま
す。 （東京都世田谷区）

■大竹駅の再生に役立ててください。 （岩国市）

■生まれ育ち、そして生涯を捧げるだろう我が町、
大竹市のために、わずかでも貢献したいと思います。
 （大竹市）

大竹駅再生プロジェクト寄付者

応援メッセージ

大竹駅story
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決
算

　
決
算
は
、
私
た
ち
が
納
め
た
税

金
や
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど

の
お
金
の
使
い
方
を
ま
と
め
た
も

の
で
す
。

　
市
議
会
に
提
案
し
た
各
会
計
の

決
算
額
は
、
表
の
と
お
り
で
す
。

　

令
和
２
年
度
に
一
般
会
計
に

入
っ
て
き
た
お
金
（
歳
入
）
と
、

使
っ
た
お
金
（
歳
出
）
と
の
差
し

引
き
は
、９
億
３
０
８
万
円
で
す
。

令
和
２
年
度
に
予
定
し
て
い
た
大

竹
駅
周
辺
整
備
事
業
な
ど
を
翌
年

度
に
行
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
事

業
に
必
要
な
財
源
８
億
９
３
６
８

万
円
を
差
し
引
い
た
９
４
０
万
円

が
令
和
２
年
度
に
残
っ
た
お
金
で

す
。
こ
の
う
ち
、
５
０
０
万
円
を

財
政
調
整
基
金
に
積
み
立
て
ま
し

た
。

前
年
度
と
比
べ
て
み
る
と

　
歳
入
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
に
伴
う
国
庫
支

出
金
の
増
に
加
え
、
地
方
交
付
税

や
地
方
消
費
税
交
付
金
の
増
な
ど

に
よ
り
、
全
体
で
は
44
・
７
％
の

増
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
費
や
、
本
庁
舎

耐
震
改
修
事
業
、
大
竹
駅
周
辺
整

備
事
業
及
び
大
竹
会
館
改
築
等
事

業
な
ど
の
大
規
模
事
業
に
よ
り
、

総
務
費
、民
生
費
、土
木
費
、
教
育

費
な
ど
の
増
に
よ
り
、
全
体
で
は

44
・
１
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

令和２年度会計別決算額
歳　　入 歳　　出 差　　引

一般会計
福祉や教育、道路整備
など市の運営の中心と
なる会計

210億1,424万円 201億1,116万円 9億308万円

特別会計
特定の事業に
ついて特定の
歳入をもって
行う会計

国民健康保険 31億9,897万円 31億8,196万円 1,701万円

漁業集落排水 3,369万円 3,369万円 0円

農業集落排水 4,458万円 4,458万円 0円

港湾施設管理受託 7,932万円 5,482万円 2,450万円

土地造成 2億6,326万円 7億9,982万円 △5億3,656万円

介護保険 25億9,750万円 25億5,261万円 4,489万円

後期高齢者医療 5億558万円 5億527万円 31万円

一般会計

歳入 210.1億円
歳出 201.1億円

農林水産業費
2.7％ 消防費

2.6％

労働費
0.6％

災害復旧費
0.0％

使用料および手数料
1.3％

分担金および
負担金
0.6％

地方譲与税
0.4％

議会費
0.9％

商工費
2.6％

衛生費
5.5％

総務費
27.3％

国庫支出金
26.3％

民生費
25.5％

市債
16.7％

地方交付税
8.0％

諸収入
5.9％

繰入金
4.9％県支出金

3.5％

繰越金
2.3％財産収入・寄附金

1.9％

その他国や県からの交付金
3.5％

公債費
8.8％

土木費
11.7％

教育費
11.8％

市税
24.7％

一
般
会
計

決
算
額

歳出総額
201億1,116万円

歳入総額
210億1,424万円

令
和
２
年
度

問い合わせ
　企画財政課　☎59-2121

決
算
公 表

令和３年度上半期の財政状況(繰越分を含みます）
　令和３年度上半期（４月～９月）の、一般会計・特別会
計の予算執行状況（９月30日現在）は、表のとおりです。

予　算　現　額
歳入状況 歳出執行状況

一般会計
179億6,898万円
39.1％ 31.3％

特別会計

国民健康保険
33億1,657万円
37.2％ 35.9％

漁業集落排水
4,649万円
2.3％ 15.7％

農業集落排水
4,932万円
3.5％ 30.5％

港湾施設管理受託
6,447万円

73.4％ 35.1％

土地造成
8億2,749万円
2.5％ 81.3％

介護保険
26億3,240万円
39.9％ 41.0％

後期高齢者医療
5億1,232万円
34.9％ 41.8％

借入金残高が増加しました
　土地造成特別会計などの借入金残高が減少しました
が、大竹駅周辺整備事業などの大規模事業を行うための
財源として、市債（借入金）を発行したことにより、全会
計の借入金残高は359億円から370億円に増加しました。

歳出
内訳 決算額

総務費
市の全般的な管理事務経費、支所、選挙などの経費

54億8,247万円
(20億8,115万円)

民生費
生活保護や児童・高齢者などの経費

51億2,492万円
(43億2,546万円)

教育費
小・中学校の運営や社会教育などの経費

23億8,113万円
(9億9,625万円)

土木費
道路、河川、港湾、市営住宅、公園などの経費

23億4,854万円
(19億2,872万円)

公債費
過去の借入金の返済金

17億6,055万円
(18億2,609万円)

衛生費
衛生的な生活環境を守るための経費

11億1,553万円
(13億8,897万円)

農林水産業費
農林業や水産業の振興などの経費

5億3,807万円
(2億5,404万円)

消防費
消防・救急業務や災害対策の経費

5億3,104万円
(5億8,680万円)

商工費
商工業の振興や観光宣伝などの経費

5億2,474万円
(1億9,787万円)

議会費
議会の活動にかかる経費

1億7,913万円
(1億7,735万円)

労働費
労働者の生活安定や福利増進事業などを行うための経費

1億2,000万円
(1億2,005万円)

災害復旧費
災害復旧にかかる経費

504万円
(7,707万円)

総　額 201億1,116万円
(139億5,982万円)

形式収支（歳入決算額－歳出決算額） 9億308万円

令和３年度へ繰り越した財源 8億9,368万円

実質収支（形式収支－令和３年度へ繰
り越した財源） 940万円

歳入
内訳 決算額

国庫支出金
特定の目的のために国から交付されたお金

55億2,382万円
(18億4,360万円)

市税
市民税や固定資産税など

52億61万円
(53億5,735万円)

市債
大きな事業を行うために国や金融機関から借り入れたお金

35億165万円
(16億8,272万円)

地方交付税
市の財政力などに応じて国から交付されたお金

16億7,447万円
(15億1,834万円)

諸収入
他の収入科目に含まれない収入（貸付金元金収入など）

12億2,867万円
(9億6,647万円)

繰入金
基金繰入金など

10億3,151万円
(6億9,882万円)

県支出金
特定の目的のために県から交付されたお金

7億4,541万円
(7億513万円)

その他国や県からの交付金
消費税のうち一定割合で交付された地方消費税交付金など

7億3,875万円
(6億4,334万円)

繰越金
前年度から持ち越したお金

4億8,515万円
(4,826万円)

財産収入・寄附金
土地売払収入、寄附金など

4億246万円
(5億3,215万円)

使用料および手数料
市営住宅使用料、ごみ・し尿処理手数料、各施設の使用料など

2億6,842万円
(2億8,525万円)

分担金および負担金
保育料、養護老人ホーム入所者負担金など

1億3,623万円
(1億6,753万円)

地方譲与税
国が徴収した税の一部を一定割合で譲与されたお金

7,709万円
(7,601万円)

総　額 210億1,424万円
(145億2,497万円)

※（　）内は前年度決算額

用語解説
財政調整基金…年度間の財源の不均衡を調整
するための貯蓄。財源が不足した年度は取り
崩し、黒字決算の場合は、剰余金の半分以上
を積み立てます。

500
（単位：億円）
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残

　高

22 23 24 25 26 27
年　度

全会計借入金残高の推移

28 29 30 R元 2

434
420 421 410 398 386 378 370 366 359

370
億円

土地開発公社
農業・漁業集落
排水特別会計
公共下水道事業
会計
工業用水道事業
会計
水道事業会計
土地造成特別
会計
一般会計
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決
算

　
都
市
計
画
税
は
、
都
市
計
画
事

業
を
行
う
た
め
の
目
的
税
で
す
。

令
和
２
年
度
の
都
市
計
画
事
業
費

11
億
５
７
１
５
万
円
の
う
ち
、

１
億
４
４
３
２
万
円
を
都
市
計
画

税
で
ま
か
な
い
ま
し
た
。

都市計画税は、大竹駅周
辺整備事業、南栄下白石
線外１路線道路改築事業、
雨水事業等の事業費や公
債費に使われています。
※１ 　公債費（一般会計）
とは、過去に一般会
計において実施して
きた都市計画事業（都
市計画道路事業）の
ために発行した地方
債の元利償還金です。

※２ 　公債費（公営企業）
とは、過去に公営企
業会計において実施
してきた都市計画事
業（公共下水道事業）
のために発行した地
方債（企業債）の元
利償還金です。

※３ 　その他には、下水
道使用料などが含ま
れます。

主な事業 内部経費の削減に努めながら、第五次総合計画後期基本計画実施計画に掲げる重点施策を中
心とした事業に取り組みました。

事業実施の状況

【重点１】大竹を愛する人づくり
事業名 事業概要 事業費

吊り天井改修事業

　大竹中学校武道場の設計業務および改修工事を行いました。また、小方
小学校小ホールの設計業務を行い、令和３年度に改修工事を行う予定で
す。令和３年度で文部科学省が点検対象とする屋内運動場などの吊り天井
の改修事業が完了する予定です。

2,408万円

奨学金貸付事業

　有用な人材の育成を目的として、経済的な理由により高校や大学などで
の修学が困難な優良な生徒に対し奨学金を貸し付けました。また、定住促
進を目的として、市内に継続して一定期間居住する制度利用者に対し奨学
金の返還を免除しました。

648万円

【重点２】生活基盤が整ったまちづくり
事業名 事業概要 事業費

大竹駅周辺整備事業

　大竹市の玄関口であるJR大竹駅へのアクセスや駅周辺の回遊性の向上
と、駅周辺の円滑な自動車アクセスと交通拠点・結節点としての機能強化
を目的に、駅を橋上化し、JR山陽本線で分断されている東西地区を自由通
路で結び、東口と西口広場を一体的に整備・バリアフリー化を実施します。
　令和２年度は、鉄道事業者と年度協定を締結し、自由通路などの本体工事
に着手しました。また、駅舎の補償工事を実施したほか、工事の支障となる
物件の補償、自由通路東口階段部等の用地買収を行いました。既存の駅前広
場においては、自由通路整備の工事ヤードを確保するための駅前広場仮設
ロータリーを供用するとともに、東西広場の詳細設計が完了しました。

6億1,342万円

晴海臨海公園整備事業

　晴海臨海公園では、子どもから高齢者まで多様な人々の憩いの場となる
ファミリーゾーン・シーサイドゾーンの整備を進めています。令和２年度
は、晴海臨海公園第３期工事に向けた地元説明会を行ったほか、横断防止
柵や総合看板の設置、球技場のメンテナンスを行いました。

1,070万円

国県支出金
21.9％

(2億5,328万円)

その他
35.7％

(4億1,273万円)
※3

都市計画道路
(大竹駅周辺整備事業)

53.0％
(6億1,342万円)

公共下水道
(雨水事業)

24.0％
(2億7,750万円)

地方債
19.1％

(2億2,050万円)

都市計画税  12.5％
(1億4,432万円)

一般財源  10.9％
(1億2,632万円)

公債費
（一般会計）

1.8％
(2,086万円)

※1

公債費
（公営企業）

21.2％
(2億4,537万円)

※2

財
源
内
訳

事
業
内
訳

都市計画事業
11億5,715万円

都
市
計
画
税
の
つ
か
い
み
ち

大竹を愛する
人づくり

生活基盤が整った
まちづくり

安全な
まちづくり

安心できる
まちづくり

心にゆとりを
感じるまちづくり

行政・社会の
仕組みづくり

　
自
治
体
の
財
政
状
況
を
判
断
す

る
「
実
質
赤
字
比
率
」「
連
結
実

質
赤
字
比
率
」「
実
質
公
債
費
比

率
」「
将
来
負
担
比
率
」
の
４
つ

の
指
標
は
、全
て「
健
全
」で
し
た
。

（　

）内
は
昨
年
度
の
数
値
で
す
。

「
実
質
赤
字
比
率
」

　

―
％
（
―
％
）

　
早
期
健
全
化
基
準　
13
・
85
％

　
財
政
再
生
基
準　
20
％

　
単
年
度
の
収
支
に
お
け
る
、
普

通
会
計
の
歳
出
超
過
の
割
合
を
示

し
ま
す
。

　
赤
字
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
連
結
実
質
赤
字
比
率
」

　

―
％
（
―
％
）

　
早
期
健
全
化
基
準　
18
・
85
％

　
財
政
再
生
基
準　
30
％

　
単
年
度
の
収
支
に
お
け
る
普
通

会
計
と
公
営
事
業
会
計
を
含
め
た

会
計
全
体
の
歳
出
超
過
の
割
合
を

示
し
ま
す
。

　
赤
字
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
実
質
公
債
費
比
率
」

　
14
・
９
％
（
16
・
１
％
）

　
早
期
健
全
化
基
準　
25
％

　
財
政
再
生
基
準　
35
％

　
標
準
的
な
税
収
な
ど
に
対
す
る

借
入
金
の
返
済
な
ど
の
割
合
を
３

年
度
の
平
均
値
で
示
し
ま
す
。

　
前
年
度
と
比
べ
る
と
、
借
入
金

の
返
済
額
の
減
少
な
ど
に
よ
り
改

善
し
ま
し
た
。

「
将
来
負
担
比
率
」

１
５
６・４
％
（
１
５
７・３
％
）

　
早
期
健
全
化
基
準　
３
５
０
％

　
財
政
再
生
基
準　
設
定
な
し

　

標
準
的
な
税
収
な
ど
に
対
す

る
、
普
通
会
計
と
公
営
事
業
会
計

に
第
３
セ
ク
タ
ー
等
の
純
負
債
を

加
え
た
負
債
が
ど
の
程
度
あ
る
か

を
示
し
ま
す
。

　
前
年
度
と
比
べ
る
と
普
通
交
付

税
の
増
加
な
ど
に
よ
り
改
善
し
ま

し
た
。

決算書を販売しています
問い合わせ
　企画財政課　☎59-2121

　令和２年度の決算書（A4版298ペー
ジ）を 1,000 円で販売しています。
　また、市立図書館や情報公開コー
ナー（市役所２階）、市ホームページ
でもご覧いただけます。

【重点３】安全なまちづくり
事業名 事業概要 事業費

高規格救急自動車整備事業 　平成16年度に整備した高規格救急自動車（高度救命処理用資機材
含む）を更新しました。 4,204万円

防災情報伝達強化事業
　市内で防災行政無線の放送が聞こえづらかった地区、あるいは防災
拠点となる施設を中心に、防災行政無線のスピーカーを高性能タイプ
へ交換しました。

1,044万円

【重点４】安心できるまちづくり
事業名 事業概要 事業費

市立保育所等整備事業

　市役所本庁舎敷地内に、「なかはま保育所」と「立戸保育所」を統
合移転し、「子育て支援センター（どんぐりHOUSE）」を移転するほか、
乳幼児健診などの母子保健事業も実施できる施設として、令和４年４
月１日開設に向け整備を進めています。令和２年度中に設計を完了し、
建設工事を実施しています。

4億7,690万円

私立保育所等整備事業 　「ひまわりさかえこども園」の園舎改築・大規模修繕工事、「こぐま
園」の創設工事に対して補助金を交付しました。 3億3,272万円

【重点５】心にゆとりを感じるまちづくり
事業名 事業概要 事業費

大竹会館改築等事業
　耐震性に問題のある老朽化した旧館と新館（エスポワール）を解体
し、大竹警察署側に新築棟本館（アゼリアおおたけ）の増築と講堂兼
体育館（アゼリアホール）の改修などの事業を実施しました。

14億1,886万円

手すき和紙作業所運営管理事業
　学習交流棟が平成31年４月21日にオープンし、おおたけ手すき和
紙保存会による新たな事業を展開しています。また、リーフレットの
発行やホームページの開設により、積極的な情報発信を進めています。

80万円

【重点６】行政・社会の仕組みづくり
事業名 事業概要 事業費

自治会活動支援事業

　住みよい地域社会づくりのため、自治会の運営と活動拠点である地
区集会所の改修などを支援しました。単位自治会などの運営を支援す
るため、補助金を交付しました。自治会を通じて市民に広報紙などを
配布しました。

1,508万円

まちづくり基本構想等策定・
推進事業

　第五次大竹市総合計画（わがまちプラン）が令和２年度で終了する
ことに伴い、新しい指針として、大竹市まちづくり基本構想などを令
和元年度・令和２年度の２カ年で策定しました。

956万円

健
全
化
判
断
比
率
に
よ
る
現
状

1617 OTAKE 2021（令和3）.12OTAKE 2021（令和3）.12



　

自
分
の
免
許
返
納
を
考
え
て
い
る
、
家

族
の
運
転
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
、
免
許

を
返
納
し
た
ら
ど
う
な
る
の
か
…
。
免
許

返
納
や
、
そ
の
後
の
生
活
に
つ
い
て
認
知

症
も
踏
ま
え
て
お
話
し
し
ま
す
。

と
き

　
令
和
４
年
１
月
21
日
㈮
14
時
〜
15
時

と
こ
ろ

　
ア
ゼ
リ
ア
お
お
た
け
（
大
竹
会
館
）

内
容

　

高
齢
者
と
車
の
運
転
、
運
転
免
許
証
返

納
、
市
の
公
共
交
通
に
つ
い
て

講
師

　

吉
冨
雅
之
さ
ん
（
大
竹
警
察
署
）、
澤

田
勇
二
さ
ん
（
自
治
振
興
課
）、
井
上
裕

樹
さ
ん
（
自
治
振
興
課
）、
石
井
伸
弥
さ

ん
（
広
島
大
学
大
学
院
特
任
教
授
）

申
し
込
み

　

電
話
で
氏
名
、
電
話
番
号
、
住
所
（
市

町
ま
で
）
を
当
セ
ン
タ
ー
へ
。

「
年
齢
を
重
ね
て
も

今
ま
で
の
生
活
を
続
け
た
い
」

　

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

は
、
一
人
一
人
が
自
立
し
た
日
常
生
活
を

送
る
こ
と
を
支
援
し
ま
す
。

　

今
回
は
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総

合
事
業
を
活
用
し
て
い
る
方
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

― 

こ
の
事
業
（
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
）
を
始

め
た
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

参
加
し
て
い
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を

続
け
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

― 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
始
め
た
き
っ
か

け
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　

み
ん
な
と
和
気
あ
い
あ
い
と
運
動
し
た

い
か
ら
で
す
。

― 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
参
加
し
て
い
る

こ
と
は
ど
う
感
じ
て
い
ま
す
か
。

　
楽
し
く
で
き
、
運
動
も
で
き
て
い
ま
す
。

― 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
ほ
か
に
何
か
さ

れ
て
ま
す
か
。

　

地
域
の
い
き
い
き
百
歳
体
操
に
も
参
加

し
て
い
ま
す
。

Ｎさん
（90歳・湯舟町）

オ レ
い
ン
こ
ジ
か
カ
！
フ ェ

認知症カフェ

「あなたの運転は大丈夫？
免許返納について考えてみませんか」
問い合わせ
　 県西部認知症疾患医療・大竹市認知症対応・
玖波地区地域包括支援・合併型センター
　☎57-7461

いくつになっても自分らしい生活を
続けるために 介護予防・日常生活支援総合事業を

活用して元気高齢者を目指しましょう―
問い合わせ　
　地域介護課　☎28-6226

　

地
方
税
法
で
は
、
所
得
税
と
同
様
に
給

与
を
支
払
う
事
業
主
（
給
与
支
払
者
）
が

従
業
員
（
納
税
者
）
へ
支
払
う
給
与
か
ら

個
人
住
民
税
を
天
引
き
し
て
、
従
業
員
が

住
む
市
町
村
に
納
付
（
特
別
徴
収
）
す
る

こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

特
別
徴
収
に
す
る
と
、
従
業
員
は
金
融

機
関
へ
納
付
に
行
く
手
間
が
省
け
、
税
の

納
め
忘
れ
も
防
げ
ま
す
。
ま
た
、
納
期
が

年
12
回
に
な
る
た
め
、
個
人
納
付
（
普
通

徴
収
）
に
比
べ
て
１
回
あ
た
り
の
納
税
額

が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

県
内
全
て
の
市
町
で
は
、
納
税
者
間
の

公
平
性
、
納
税
者
の
利
便
性
な
ど
を
確
保

し
、
納
税
忘
れ
な
ど
を
防
ぐ
た
め
、
令
和

２
年
度
か
ら
従
業
員
の
個
人
住
民
税
は
一

部
例
外
を
除
き
、
原
則
全
て
特
別
徴
収
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

事
業
主
の
み
な
さ
ん
、
住
民
税
の
特
別

徴
収
実
施
に
つ
い
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
う
し
た
社
会
参
加
の
場
に
通
う
の
が

難
し
く
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
人
は
、
機

能
回
復
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
を
受
け
、

自
分
ら
し
い
生
活
の
場
に
参
加
し
続
け
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
訪
問
型
・
通

所
型
サ
ー
ビ
ス
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

特
に
３
〜
６
カ
月
の
集
中
し
た
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
よ
り
、
元
気
に
な
っ
て
以
前
の

日
常
生
活
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
少
し
体
力
が
落
ち
た
な
、
体
が

動
き
に
く
く
な
っ
た
な
と
感
じ
た
ら
、
再

び
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、
自
信
を
つ
け

て
な
じ
み
の
あ
る
環
境
に
戻
る
こ
と
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。

　

Ｎ
さ
ん
が
参
加
し
て
い
る
湯
舟
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
同
好
会
の
皆
さ
ん
に
も
お
話

を
伺
い
し
ま
し
た
。

― 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
み
ん
な
で
し
よ

う
と
な
っ
た
き
っ
か
け
は
。

　

最
初
は
玖
波
７
丁
目
に
住
ん
で
い
て
、

誘
わ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
そ
の
後
、

湯
舟
に
引
っ
越
し
て
き
て
、
最
初
は
４
人

で
始
め
ま
し
た
。（
現
在
の
会
員
数　

男

性
11
人
女
性
８
人
計
19
人
、
会
員
の
平
均

年
齢
83
歳
）

― 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
す
る
こ
と
で
み

な
さ
ん
ご
自
身
の
体
調
は
い
か
が
で
す

か
。

　

コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
、
１
カ
月
で
き
て
い

な
か
っ
た
の
で
、
運
動
で
き
て
楽
し
い
で

す
。

　

こ
の
お
か
げ
か
、
風
邪
も
引
か
ず
、
け

が
も
せ
ず
楽
し
く
で
き
て
い
ま
す
。

　

会
場
で
あ
る
晴
海
臨
海
公
園
に
は
、
近

所
の
方
で
乗
り
合
い
で
向
か
う
な
ど
「
お

互
い
様
」
の
関
係
性
を
築
か
れ
て
い
る
様

子
も
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

湯
舟
町
以
外
に
お
住
ま
い
の
方
も
参
加

さ
れ
て
お
り
、
休
憩
中
の
お
し
ゃ
べ
り
で

は
、
自
身
で
行
っ
て
い
る
百
円
市
場
（
野

菜
な
ど
の
無
人
販
売
所
）
の
話
も
あ
り
、

「
今
度
買
い
に
行
く
け
ぇ
」
と
の
会
話
も
。

短期集中サービスを利用した
日常生活に戻るイメージ図

自宅
（日常の生活）

介護保険
短期集中サービス

一般介護予防事業
（地域の通いの場）
いきいき百歳体操など

介護保険
長期サービス

み
ん
な
で
歩
い
て
い
け
る

範
囲
で
地
域
の
通
い
の
場

を
作
り
ま
し
ょ
う
！
　
　

な
る
べ
く
こ
の
期
間
を

長
く
維
持
す
る

事業主の皆さんへ
個人住民税を
特別徴収に―
問い合わせ
　市民税務課　☎59-2128
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子 育 て 。

入
所（
園
）基
準

　

保
護
者
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、

保
育
を
必
要
と
す
る
場
合

①
仕
事
を
し
て
い
る
場
合（
月
48
時
間
以
上
）

②
母
親
が
出
産
の
場
合
（
出
産
予
定
日
の

８
週
間
前
の
属
す
る
月
の
初
日
か
ら
出

産
後
８
週
間
を
迎
え
た
日
の
属
す
る
月

の
末
日
ま
で
）

③
病
気
ま
た
は
障
害
が
あ
る
場
合

④
同
居
親
族
の
介
護
・
看
護
を
常
時
し
て

い
る
場
合

⑤
震
災
、
風
水
害
、
火
災
な
ど
そ
の
他
の

災
害
の
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
る
場
合

⑥
求
職
活
動
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
る
場

合
（
最
大
90
日
間
）

⑦
就
学
、
職
業
訓
練
を
し
て
い
る
場
合

⑧
育
児
休
業
取
得
の
場
合
（
令
和
４
年
４

月
１
日
現
在
で
満
３
歳
以
上
の
児
童
に

限
る
）

※
小
方
認
定
こ
ど
も
園
の
教
育
認
定
で
申

し
込
み
を
さ
れ
る
場
合
、右
の
入
所（
園
）

基
準
に
該
当
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

受
付
場
所

　
福
祉
課

※
保
育
所
（
園
）・
認
定
こ
ど
も
園
・
小

規
模
保
育
園
、
支
所
、
郵
送
で
は
受
け

付
け
ま
せ
ん
。

　

申
込
書
類
は
、
福
祉
課
、
各
保
育
所

（
園
）・
認
定
こ
ど
も
園
・
小
規
模
保
育
園

で
配
布
し
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
し
込
み

令
和
４
年
４
月
中
に
新
た
に
入
所
（
園
）

を
希
望
す
る
方

※
第
２
次
申
し
込
み
は
第
１
次
申
し
込

み
、
第
３
次
申
し
込
み
は
第
２
次
申
し

込
み
で
の
利
用
調
整
後
に
空
き
が
あ
る

保
育
所
（
園
）・
認
定
こ
ど
も
園
・
小

規
模
保
育
園
で
の
み
利
用
調
整
を
行
い

ま
す
。

令
和
４
年
５
月
以
降
に
新
た
に
入
所
（
園
）

を
希
望
す
る
方

　

入
所
（
園
）
希
望
月
の
前
月
10
日
ま
で

（
10
日
が
閉
庁
日
の
場
合
は
直
前
の
開
庁

日
ま
で
）
に
福
祉
課
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
放
課
後
、

保
護
者
な
ど
が
仕
事
な
ど
の
事
情
に
よ
り

家
庭
に
い
な
い
た
め
、
生
活
指
導
が
難
し

い
児
童
の
健
全
育
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

４
月
か
ら
利
用
を
希
望
す
る
方
は
、
受
付

期
間
内
に
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
低
学
年
と

特
別
な
配
慮
が
必
要
な
高
学
年
の
児
童
を

最
優
先
に
し
た
上
で
、
緊
急
度
が
高
い
と

考
え
ら
れ
る
児
童
か
ら
受
け
入
れ
ま
す
の

で
、
利
用
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
夏
休
み
期
間
の
み
の
利
用
申
し

込
み
の
受
け
付
け
は
、
令
和
４
年
６
月
上

旬
に
行
う
予
定
で
す
。

対　

象

　
市
内
小
学
新
１
〜
新
６
年
生

受付期間

第１次

12月1日㈬～令和４年１月７日㈮
※ 土・日曜日、祝日、12月29日㈬～
31日㈮、令和４年１月３日㈪は
除く

8時30分～
17時15分

12月15日㈬・令和４年１月５日㈬ 8時30分～20時

12月19日㈰ 8時30分～12時

第２次 令和４年１月11日㈫～２月10日㈭
※土・日曜日は除く

8時30分～
17時15分

第３次 令和４年２月14日㈪～３月10日㈭
※土・日曜日、祝日は除く

8時30分～
17時15分

入所・入園
申し込み
受け付け

令和４年度

保育所（園）
認定こども園
小規模保育園

問い合わせ
　福祉課　☎59-2148

放
児
課
童
後
ク ラ ブ

令和４年度 利用申し込み
受け付け

問い合わせ
　生涯学習課　☎28-5680

※
長
期
休
暇
以
外
の
利
用
は
、
在
職
証
明

書
の
勤
務
時
間
が
、
低
学
年
は
15
時
以

降
、
高
学
年
は
16
時
以
降
に
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ

　

ひ
か
り
児
童
ク
ラ
ブ
（
大
竹
小
学
校
敷

地
内
）、
み
ど
り
児
童
ク
ラ
ブ
（
小
方
学

園
敷
地
内
）、
あ
す
な
ろ
児
童
ク
ラ
ブ
（
玖

波
小
学
校
敷
地
内
）

受
付
期
間

　
12
月
1
日
㈬
〜
24
日
㈮

　
９
時
〜
17
時
15
分

申
し
込
み

　
生
涯
学
習
課
、
各
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、

総
務
学
事
課
、
福
祉
課
、
玖
波
公
民
館
、

栄
公
民
館
に
備
え
付
け
の
利
用
申
込
書

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）
に
必
要

書
類（
在
職
証
明
書
な
ど
）を
添
え
て
、
直

接
生
涯
学
習
課
（
総
合
市
民
会
館
内
）
へ
。

○

書
類
確
認
な
ど
を
す
る
こ
と
が
あ
る
た

め
、
必
ず
日
中
連
絡
の
と
れ
る
電
話
番

号
を
利
用
申
込
書
に
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。

○

受
付
期
間
外
の
申
し
込
み
や
書
類
に
不

備
が
あ
る
場
合
は
、
申
請
を
受
け
付
け

ま
せ
ん
。

○

必
要
書
類
の
提
出
が
遅
れ
る
場
合
は
、

事
前
に
生
涯
学
習
課
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

利
用
の
決
定

　

書
類
審
査
に
よ
り
決
定
し
、
３
月
上
旬

〜
中
旬
に
通
知
し
ま
す
。（
個
別
面
談
に

よ
り
利
用
の
可
否
を
決
定
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
）

保育所（園） ところ（電話） 定員
開　所（園）時　間

月　～　金 土

大竹保育所 白石1-14-15　☎52-2268 90人 7時30分～18時30分 7時30分～15時

本町保育所（※1）（※2） 本町1-4-8　☎53-1995 80人 7時30分～18時 7時30分～18時

玖波保育所 玖波5-8-5　☎57-7307 45人 7時15分～19時30分
（18時30分以降別途料金）

7時15分～ 18時

知恩保育園 玖波3-11-12　☎57-7322 70人 7時30分～19時
（18時30分以降別途料金）

7時30分～ 18時

※１　本町保育所は、満１歳の誕生日から利用できます。
※２　令和６年４月から本町保育所は、現大竹保育所に統合・移転する予定です。

認定こども園 所在地（電話） 定員
開　所（園）時　間

月　～　金 土

ひまわりさかえこども園 西栄3-12-23　☎52-2522 150人 7時15分～19時15分
（18時15分以降別途料金）

7時15分～19時15分
（18時15分以降別途料金）

フルムーンインターナショナル
こども園おおたけ

（令和４年４月１日開園）

東栄1(さかえ公園東側)
☎0829-50-2280

（開園準備室：つきのひかり国際保育園内）
81人 ７時30分～ 19時

（18時30分以降別途料金）
７時30分～ 19時

（18時30分以降別途料金）

小方認定こども園
（令和４年４月１日開園）

小方1-11-1　 ☎59-2148
（開園まで：福祉課）

保育認定 165人 ７時30分～19時
（18時30分以降別途料金）

７時30分～18時

教育認定 15人
（※3） ９時～16時30分 －

※３　小方認定こども園の教育認定は、令和４年４月１日時点で満３歳児以上が利用できます。

小規模保育園 所在地（電話） 定員
開　園　時　間

月　～　金 土

こぐま園（※4） 油見1-15-8　☎93-2647 12人 ８時～18時 ８時～18時

※４　小規模保育園は、０歳児から２歳児までを対象とした保育園です。
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子 育 て 。

地
域
で
育
て
る
子
育
て
サ
ポ
ー
ト

　

大
竹
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
は
、
地
域
の
中
で
「
子
育
て
の
援

助
を
行
い
た
い
方
（
援
助
会
員
）」
と
「
子

育
て
の
援
助
を
受
け
た
い
方
（
依
頼
会

員
）」
が
会
員
と
な
っ
て
一
時
的
な
子
育

て
を
助
け
合
う
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織

で
す
。

会
員
の
条
件
（
事
前
登
録
が
必
要
で
す
）

○

依
頼
会
員　
市
内
在
住
の
方

○

援
助
会
員　

市
内
ま
た
は
そ
の
周
辺
に

在
住
、
勤
務
し
て
い
る
方
で
援
助
活
動

に
関
し
、
理
解
と
熱
意
が
あ
る
方

援
助
内
容

○
保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
学
校
な
ど
へ
の

子
ど
も
の
送
り
迎
え

○

保
育
園
な
ど
の
終
了
後
（
放
課
後
）
の

子
ど
も
の
預
か
り

○

冠
婚
葬
祭
や
他
の
子
ど
も
の
学
校
行
事

の
際
の
子
ど
も
の
預
か
り

○

そ
の
他
、
育
児
に
必
要
な
援
助

援
助
時
間

　

年
末
年
始
（
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
）

を
除
く
、
原
則
８
時
か
ら
20
時
ま
で

援
助
申
し
込
み
受
け
付
け

　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で（
国
民
の
祝
日

に
関
す
る
法
律
に
規
定
す
る
休
日
お
よ
び

12
月
29
日
か
ら
１
月
３
日
を
除
く
）
の
９

時
か
ら
20
時
ま
で
に
社
会
福
祉
協
議
会
へ
。

申
し
込
み
か
ら
援
助
ま
で
の
流
れ

①
依
頼
会
員
か
ら
申
し
込
み

②
社
会
福
祉
協
議
会
担
当
者
が
援
助
会
員

を
調
整

③
事
前
打
ち
合
わ
せ（
援
助
会
員
・
依
頼
会

員
・
社
会
福
祉
協
議
会
担
当
者
で
面
談
）

④
活
動
実
施

⑤
活
動
終
了

利
用
料　
１
時
間
７
０
０
円

　「楽しく子育てしたい」「つい怒ってし
まう」「言うことを聞いてくれない」など、
子どもの困った「行動」にお悩みではあ
りませんか？
　『ペアレント・トレーニング』は、子
どもの行動の理解の仕方を学び、できる
ところをみつけてほめるコツを学ぶ子育
ての応援プログラムです。具体的ですぐ
に実践できるテクニックをお伝えしま
す。
対　象　おおむね３歳から小学２年生ま
での子どもを育てている市内在住の保護
者で、４回の講座全てに参加できる方
講　師　田中良枝さん（臨床心理士）
ところ　サントピア大竹
定　員　６人（受講の可否は電話で連絡
します）
申し込み　12 月 15 日㈬までに家庭児
童相談室へ。子ども連れでの参加はでき
ません。無料託児が必要な方は申し込み
のときに伝えてください。

回 とき（令和４年） 内　　　容

１ １月13日（木）
10時～11時30分

子どもの行動を見てみよう
　～注目の力で

プラスの関係へ～　

２ １月20日（木）
10時～11時30分

ほめ上手になろう
　～ほめ方にも

コツがあります～　

３ ２月８日（火）
10時～11時30分

子どもへの効果的な接し方
～うまい指示の出し方～

４ ２月22日（火）
10時～11時30分

子どもへの効果的な接し方
～愛のある
知らんぷりの使い方～

○

複
数
の
子
ど
も
を
預
け
る
場
合
は
、
料

金
は
人
数
分
に
な
り
ま
す
。

○

援
助
会
員
を
複
数
お
願
い
す
る
場
合

は
、
料
金
は
人
数
分
に
な
り
ま
す
。

○

交
通
費
、
食
事
（
ミ
ル
ク
）・
お
や
つ

代
な
ど
、
必
要
な
費
用
は
依
頼
会
員
が

準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

活
動
手
当　
１
時
間
７
０
０
円

会
員
登
録

　
社
会
福
祉
協
議
会
へ
。

※
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

の
活
動
は
、
援
助
会
員
が
で
き
る
範
囲

で
お
手
伝
い
す
る
地
域
で
の
支
え
合
い

の
活
動
で
す
。
援
助
会
員
が
見
つ
か
ら

な
い
場
合
な
ど
希
望
に
添
え
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。

援
助
会
員
募
集
中

　

援
助
会
員
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
方
を

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

ファミリー・サポート・
センター

ファミリー・サポート・センターのしくみ

依頼会員 援助会員
（子育ての援助を受けたい人） （子育ての援助を行いたい人）

※依頼会員・援助会員
　共に事前登録が必要
　です。

④事前打ち合わせ
⑤ 援　助　活　動

①利用申し込み

③ 援助会員
の紹介

⑥活動報告

② 依頼

子どもの行動を理解し、子育てに実践
ペアレント・トレーニング
問い合わせ
　福祉課家庭児童相談室　☎59-2151

ファミリー・サポート・センター事業が
はじまりました―
問い合わせ
　社会福祉協議会　☎52-2275
　福祉課　☎59-2148

Health Care

れ
始
め
て
か
ら
30
周
年
の
節
目
に
、
こ
の

シ
ン
ボ
ル
に
宿
る
意
味
を
考
え
る
と
と
も

に
、
エ
イ
ズ
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
持

ち
ま
し
ょ
う
。

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス

と
い
う
ウ
イ
ル
ス
で
す
。
エ
イ
ズ
は
、
後

天
性
免
疫
不
全
症
候
群
と
い
う
病
気
で

す
。
免
疫
機
能
が
低
下
し
、
厚
生
労
働
省

が
定
め
た
23
の
合
併
症
（
日
和
見
感
染
症
）

の
い
ず
れ
か
を
発
症
し
た
場
合
、
エ
イ
ズ

と
診
断
さ
れ
ま
す
。

　

広
島
県
の
令
和
２
年
新
規
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染

者
は
５
件
、
エ
イ
ズ
患
者
は
７
件
。
エ
イ

ズ
を
発
症
し
て
、
初
め
て
感
染
し
て
い
た

こ
と
に
気
づ
く
「
い
き
な
り
エ
イ
ズ
」
の

状
態
の
方
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
感
染
の
疑
い
が
あ
る
場
合

は
、
た
め
ら
わ
ず
に
検
査
を
受
け
ま
し
ょ

う
。（
た
だ
し
、
感
染
し
た
と
思
わ
れ
る

日
か
ら
３
カ
月
以
上
経
過
し
な
い
と
、
正

確
な
判
定
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
）

　

毎
年
12
月
１
日
は
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
で

す
。
レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
は
、「
世
界
エ
イ
ズ

デ
ー
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
は
じ
め
、
Ｈ
Ｉ

Ｖ
／
エ
イ
ズ
に
関
す
る
運
動
の
世
界
的
な

シ
ン
ボ
ル
で
す
。
レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
が
使
わ

追加接種（3回目接種）について
　市では、２回目接種を終了した方のうち、おお
むね８カ月以上経過した方を対象に、追加接種
（３回目接種）を行うために、現在準備を進めてい
ます。
　接種対象者の方には、接種開始時期に間に合う
よう、接種券などを送付しますので、ご自身が、い
つ２回目接種を済ませているか確認してください。
　ただし、２回目接種を終了した方のうち、どの
範囲の方を追加接種（３回目接種）の対象者とす
るか決まっておらず、今後、国の審議を経て決定
されることになります。分かり次第、広報紙など
でお知らせします。

　大竹市でのワクチン接種の最新情報について
は、市ホームページをご覧ください。

ワクチン相談窓口など
・ 広島県新型コロナウイルスワクチン相談窓口
（専門的・一般的相談窓口）

電　話 082-513-2847
ファクス 082-211-3006
24時間・土・日曜日、祝日対応

・ 新型コロナウイルスワクチン
　接種の総合案内
　コロナワクチンナビ

C O V I D - 1 9
V A C C I N E

大竹市での 新型コロナウイルス感染症の

ワクチン接種のお知らせVOL.7
大竹市新型コロナウイルスワクチン専用電話（こちらからは予約できません）
☎28-1611　受付時間 8時 30分～ 17時（土・日曜日、祝日除く）

接 種 費 用（無料）
ワクチン接種（任意）

令
和
３
年
度

世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
In 

ひ
ろ
し
ま

レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
30
周
年

〜Think Together A
gain

〜

問
い
合
わ
せ　

保
健
医
療
課　

☎
59
２
１
４
０

問い合わせ
県西部保健所

　検査は匿名で受けられ、プライバ
シーは厳守されます。感染に心あたり
がある方は、ためらわずにすぐ検査を
受けましょう。※検査は無料で、予約
が必要です。

☎０８２９-32-１１８１
HIV(エイズ)抗体検査
肝炎ウイルス検査
梅毒検査

申し込み
と こ ろ
と き

県西部保健所へ

予約制匿名 無料

県西部保健所  (廿日市市桜尾2-2-68)
12月15日(水)　9時～11時　
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Health Care
　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
（
感
染

性
胃
腸
炎
）
は
、
例
年
冬
場
に
流
行
す
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
や
高
齢
者
は

重
症
化
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
嘔お
う

吐と

や

下
痢
症
状
が
あ
る
方
は
早
め
に
医
療
機
関

を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
手
指
や
食

品
に
つ
い
た
ウ
イ
ル
ス
が
口
に
入
る
こ
と

に
よ
り
感
染
し
ま
す
の
で
、
次
の
よ
う
な

予
防
の
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
て
日
々
の
生

活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

手
洗
い
の
励
行

　

外
か
ら
帰
っ
た
時
、
調
理
の
前
、
食
事

の
前
、
ト
イ
レ
の
後
に
は
必
ず
石
け
ん
で

手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予

防
に
も
有
効
で
す
。

も
し
発
症
し
た
ら
…

嘔
吐
物
な
ど
の
処
理

　

嘔
吐
し
た
も
の
、
便
で
汚
れ
た
も
の
に

は
、
直
接
手
で
は
触
ら
ず
、
必
ず
換
気
を

し
な
が
ら
手
袋
を
使
っ
て
処
理
し
、
汚
れ

た
と
こ
ろ
は
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

（
※
家
庭
用
塩
素
系
漂
白
剤
な
ど
）
で
消

毒
し
ま
し
ょ
う
。

入　

浴

　

下
痢
症
状
が
あ
る
と
き
に
は
、
シ
ャ

ワ
ー
だ
け
に
す
る
か
、
入
浴
す
る
順
番
を

最
後
に
し
、
お
尻
は
石
け
ん
を
つ
け
て
、

て
い
ね
い
に
洗
い
ま
し
ょ
う
。

そ
の
他

　

吐
い
た
り
、
下
痢
症
状
が
あ
っ
た
り
す

る
と
き
に
は
、
タ
オ
ル
な
ど
は
他
の
人
と

共
用
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

基本的な
手洗いの手順

正しく
洗わないと
ダメだゾウ

冬場に流行
ノロウイルスによる
食 中 毒  ポイント押さえて予防

問い合わせ　保健医療課　☎59-2140

今からの季節に 
かかりやすいゾウ 

⑧手首を洗う

⑧

④手の甲、指の背を洗う

④

①流水で手を洗う

①

⑨ 洗浄剤を十分な流水
でよく洗い流す

⑨

⑤ 指の間（側面）、股（付
け根）を洗う

⑤

②洗浄剤を手に取る

②

⑩ 手を拭き乾燥させる
（タオル等の共用はしない
こと）

⑩

⑥ 親指・拇指球（親指の付
け根のふくらみ）を洗う

⑥

③ 手のひら、指の腹面
を洗う

③③

⑪ アルコールによる消毒
（爪下、爪周辺に直接かけた
後、手指全体によく擦り込む）

⑪

⑦指先を洗う

⑦
ここがポイント!

ここがポイント!

Health Care

　11月６日、アゼリアおおたけで
「よく噛

か
める８

ハチ
０
マル
２
ニイ
０
マル
達成者表彰

式」が行われ、80歳になっても自
分の歯を20本以上維持している
40人の方が表彰を受けました。

　

節
目
年
齢
の
市
民
を
対
象
に
、
５
０
０

円
で
受
け
ら
れ
る
歯
科
健
診
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

35
歳
以
上
の
約
８
割
が
か
か
る
と
い
わ

れ
る
歯
周
病
は
、
歯
の
喪
失
に
つ
な
が
る

だ
け
で
な
く
糖
尿
病
や
動
脈
硬
化
な
ど
全

身
の
健
康
に
も
影
響
し
て
い
ま
す
。

　
「
歯
磨
き
の
と
き
血
が
出
る
」、「
口
臭

が
気
に
な
る
」
と
い
っ
た
症
状
は
歯
周
病

の
初
期
症
状
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
歯
周
病

は
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
知
ら
な

い
間
に
進
行
し
や
す
い
た
め
、
定
期
的
に

健
診
を
受
け
て
歯
周
病
を
予
防
し
ま
し
ょ

う
。

健
診
期
間　
令
和
４
年
２
月
28
日
㈪
ま
で

対　

象　

別
表
の
年
齢
に
該
当
す
る
市
民

の
方
（
対
象
者
に
は
５
月
末
に
個
別
に
受

診
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
）。

※
対
象
年
齢
の
方
で
、
受
診
券
が
届
い
て

い
な
い
方
、
受
診
券
を
紛
失
さ
れ
た
方

は
、
保
健
医
療
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。
受
診
券
を
交
付
し
ま
す
。

健
診
費
用　
５
０
０
円

※
生
活
保
護
世
帯
、
令
和
２
年
度
市
民
税

非
課
税
世
帯
の
方
は
無
料
で
す
。
該
当

す
る
方
は
事
前
に
保
健
医
療
課
で
免
除

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
健
診
の
結
果
、
歯
石
除
去
や
治
療
と

な
っ
た
場
合
は
、
追
加
の
費
用
負
担
が

発
生
し
ま
す
。
ま
た
定
期
受
診
や
治
療

期
間
中
は
、
受
診
券
が
使
用
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み　

直
接
、
受
診
を
希
望
す
る
医

療
機
関
へ
。

※
廿
日
市
市
・
佐
伯
区
の
一
部
医
療
機
関

で
も
受
診
は
可
能
で
す
。
事
前
に
保
健

医
療
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

ワ
ン
コ
イ
ン
で
お
得
に

歯
と
口
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
！

節
目
歯
科
健
診
は
受
け
ま
し
た
か
？

問
い
合
わ
せ

　

保
健
医
療
課 

☎
59
２
１
５
３

よく噛める
8020達成者表彰

広島県歯科医師会
オリジナルイメージキャラクター　はっぽくん

満年齢 生 年 月 日

40歳 昭和56年４月２日～
昭和57年４月１日生まれの人

50歳 昭和46年４月２日～
昭和47年４月１日生まれの人

60歳 昭和36年４月２日～
昭和37年４月１日生まれの人

70歳 昭和26年４月２日～
昭和27年４月１日生まれの人

受診できる医療機関（大竹市内）
医療機関名 ところ 申し込み

荒田歯科クリニック 西栄1-８-19 52-6480
伊東歯科医院 新町1-12-13 52-4756
角田歯科医院 本町2-9-9 53-0648
川口歯科医院 玖波1-5-2 57-7350
神波歯科医院 新町1-11-17 52-3240
きらら歯科医院 西栄3-17-7 54-1182
これなが歯科医院 晴海1-6-10-2階 57-0118
谷口歯科クリニック 小方1-13-32 57-7456
坪井歯科クリニック 油見2-6-7 52-1181
長岡歯科医院 黒川1-8-27 57-6430
広中歯科医院 新町1-2-11 53-0888
藤井歯科医院 油見3-4-3 53-2206
みどり橋歯科医院 立戸1-3-10 52-8110
バウムクーヘン歯科クリニック 西栄1-13-3 28-4186

2425 OTAKE 2021（令和3）.12OTAKE 2021（令和3）.12



障
害
者
虐
待
防
止
法

　
「
障
害
者
虐
待
の
防
止
、
障
害
者
の
養

護
者
に
対
す
る
支
援
等
に
関
す
る
法
律
」

は
、
障
害
者
虐
待
の
防
止
、
養
護
者
に
対

す
る
支
援
な
ど
に
関
す
る
施
策
を
促
進

し
、
障
害
者
の
権
利
利
益
の
擁
護
に
資
す

る
こ
と
と
法
の
目
的
を
定
め
て
い
ま
す
。

障
害
者
と
は

　
身
体
障
害
、知
的
障
害
、精
神
障
害
（
発

達
障
害
を
含
む
）
そ
の
他
心
身
の
機
能
に

障
害
が
あ
る
人
で
、
障
害
や
社
会
的
障
壁

に
よ
っ
て
生
活
に
相
当
な
制
限
を
受
け
る

人
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
法
律
で

い
う
障
害
者
に
は
18
歳
未
満
の
人
や
、
障

害
者
手
帳
を
取
得
し
て
い
な
い
場
合
も
含

み
ま
す
。 　

虐
待
は
障
害
者
の
尊
厳
を
害
す
る
も
の
で
あ
り
、
障
害
者
の
自
立
と
社

会
参
加
を
妨
げ
る
も
の
と
な
り
ま
す
。

　
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
そ
の
人
ら
し
い
尊

厳
を
持
っ
て
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
は
、
誰
も
が
望
む
こ
と
で
あ
り
、
社
会

全
体
で
障
害
者
の
虐
待
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

障
害
者
虐
待
の
種
類

○

養
護
者
に
よ
る
虐
待

○

障
害
者
福
祉
施
設
従
事
者
な
ど
に
よ
る

虐
待

○

使
用
者
に
よ
る
虐
待

養
護
者
と
は

　

障
害
者
の
身
辺
の
世
話
や
身
体
介
助
、

金
銭
の
管
理
な
ど
を
行
っ
て
い
る
障
害
者

の
家
族
、
親
族
、
同
居
人
な
ど
が
該
当
し

ま
す
。

　

ま
た
、
同
居
し
て
い
な
く
て
も
、
現
に

世
話
を
し
て
い
る
親
族
・
知
人
な
ど
も
該

当
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

生
理
用
品
の

配
布
期
間

　

問
い
合
わ
せ

　
　

福
祉
課　

☎
59
２
１
４
７

　
「
生
理
の
貧
困
」
へ
の
対
応
と
し
て
、
市

役
所
窓
口
や
各
支
所
、
社
会
福
祉
協
議
会

で
生
理
用
品
を
配
布
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
期
間
を
延
長
し
ま
す
。

　

配
布
方
法
は
今
ま
で
と
変
わ
ら
ず
、
次

の
配
布
場
所
に
掲
示
し
て
あ
る
チ
ラ
シ
を

指
差
す
、
ま
た
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

で
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
チ
ラ
シ
画
像
を

掲
示
し
て
く
だ
さ
い
。

※
氏
名
・
住
所
な
ど
を
聞
い
た
り
、
身
分

証
明
書
な
ど
の
提
示
を
求
め
た
り
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

配
布
場
所

○

市
役
所
（
福
祉
課
・
保
健
医
療
課
・
自

治
振
興
課
）

○

支
所
（
大
竹
・
玖
波
・
木
野
・
栗
谷
）

○

社
会
福
祉
協
議
会
（
サ
ン
ト
ピ
ア
大
竹
）

配
布
期
間

　

令
和
４
年
３
月
31
日
㈭
ま
で
（
な
く
な

り
次
第
終
了
）

配
布
数　

１
人
１
セ
ッ
ト
（
昼
用
20
枚
、

夜
用
９
枚
）

ＱＲコードを読
み取ると、チラ
シが表示されま
す。

延長

障
害
者
福
祉
施
設
従
事
者
等
と
は

　

障
害
者
総
合
支
援
法
な
ど
に
規
定
す
る

「
障
害
者
福
祉
施
設
」
ま
た
は
「
障
害
者

サ
ー
ビ
ス
事
業
等
」
に
関
す
る
業
務
に
従

事
す
る
人
が
該
当
し
ま
す
。

使
用
者
と
は

　

障
害
者
を
雇
用
す
る
事
業
主
ま
た
は
事

業
の
経
営
担
当
者
そ
の
他
労
働
者
に
関
す

る
事
項
に
つ
い
て
事
業
主
の
た
め
に
行
為

を
す
る
人
が
該
当
し
ま
す
。
派
遣
労
働
者

に
よ
る
役
務
の
提
供
を
受
け
る
事
業
主
な

ど
も
含
ま
れ
ま
す
。

障
害
者
虐
待
の
例

○

身
体
的
虐
待
○
性
的
虐
待
○
心
理
的
虐

待
○
放
棄
・
放
置
○
経
済
的
虐
待

虐
待
を
発
見
し
た
ら
通
報
窓
口
へ

　

障
害
者
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
障

害
者
を
発
見
し
た
人
は
、
次
の
通
報
窓
口

に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。
虐
待
を
受
け
た

障
害
者
が
通
報
窓
口
に
届
け
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
匿
名
に
よ
る
通
報
や
相
談
も
可

能
で
す
。

福
祉
課　
☎
０
８
２
７
‐
５
９
‐
２
１
４
６

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

fukushi@
city.otake.hiroshim

a.jp

障
害
者
虐
待
の
防
止

地
域
で
尊
厳
を
持
っ
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
―

問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　

☎
59
２
１
４
６

福祉
の
とびら

福祉
の
とびら
No.94No.94

【
事
例
】

　

金
属
製
の
湯
た
ん
ぽ
を
タ
オ
ル
な
ど
で

三
重
に
巻
い
て
足
の
下
に
置
い
て
就
寝
し

て
い
た
ら
、
左
足
の
く
る
ぶ
し
が
ひ
り
ひ

り
し
て
や
け
ど
し
て
い
た
。（
60
歳
代　
女

性
）

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　

低
温
や
け
ど
は
、
心
地
よ
く
感
じ
る
程

度
の
温
度
の
も
の
で
も
、
皮
膚
の
同
じ
部

分
に
長
時
間
接
触
す
る
こ
と
で
発
生
し
ま

す
。
湯
た
ん
ぽ
の
種
類
に
か
か
わ
ら
ず
発

生
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
状
況
に
よ
っ
て

は
重
症
化
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
注
意

が
必
要
で
す
。

　

令
和
３
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
額
は

１
カ
月
１
万
６
６
１
０
円
で
す
。
納
め
た

保
険
料
は
全
額
「
社
会
保
険
料
控
除
」
の

対
象
と
な
り
、
税
金
の
負
担
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。

　

ま
だ
納
付
し
て
い
な
い
方
は
、
お
近
く

の
金
融
機
関
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
な
ど
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

保
険
料
に
つ
い
て
不
明
な
点
が
あ
り
ま

し
た
ら
、年
金
事
務
所
へ
尋
ね
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
と
き
は

　

国
民
年
金
に
は
、
所
得
に
よ
っ
て
保
険

料
納
付
が
免
除
さ
れ
る
制
度
や
猶
予
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
納
付
が
困
難
だ
か

外
国
人
の
た
め
に
「
や
さ
し
い
日
本
語
」

で
書
い
て
い
ま
す
。
お
近
く
の
外
国
人
の

方
に
も
知
ら
せ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

広
島
（
ひ
ろ
し
ま
）
に
住
（
す
）
ん
で
い

る
外
国
人
（
が
い
こ
く
じ
ん
）
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
（
あ
ん
け
ー
と
）
で
す
。

10
分
（
ぷ
ん
）
く
ら
い
で
答
（
こ
た
）
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
、
協
力
（
き
ょ
う
り
ょ
く
）
し
て
く

だ
さ
い
。

な
ん
の
た
め
に

　
外
国
人
（
が
い
こ
く
じ
ん
）
の
生
活
（
せ

い
か
つ
）
に
つ
い
て
知
（
し
）
る
た
め

い
つ
ま
で

　
12
月
（
が
つ
）
31
日
（
に
ち
）
ま
で

答
（
こ
た
）
え
か
た

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
す
ま
ー
と
ふ
ぉ
ん
）

で
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
（
こ
ー
ど
）
を
読
（
よ
）

ん
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
サ
イ
ト
（
あ
ん
け
ー

と
さ
い
と
）
か
ら
答
（
こ
た
）
え
て
く
だ

さ
い
。

広島県
「外国人材の生活意識に
関するアンケート」
問い合わせ
　県国際課
　☎082-513-2359

　

た
と
え
、
タ
オ
ル
や
カ
バ
ー
で
包
ん
で

い
て
も
、
湯
た
ん
ぽ
を
長
時
間
身
体
に
接

触
さ
せ
る
と
低
温
や
け
ど
に
な
る
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
就
寝
中
の
低
温
や
け
ど
を
防
ぐ
た

め
に
、
湯
た
ん
ぽ
は
布
団
を
暖
め
る
の
み

に
使
用
し
、
布
団
が
暖
ま
っ
た
ら
湯
た
ん

ぽ
を
取
り
出
し
て
就
寝
し
ま
し
ょ
う
。

　

低
温
や
け
ど
は
、
見
た
目
よ
り
重
症
の

場
合
が
あ
り
ま
す
。
痛
み
や
違
和
感
が
あ

る
と
き
は
、
す
ぐ
に
医
療
機
関
を
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

（
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
発
行
「
見
守
り
新

鮮
情
報
３
２
８
号
」
よ
り
）

ら
と
い
っ
て
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、
必
ず
市

役
所
保
健
医
療
課
の
窓
口
で
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
保
険
料
免
除
な
ど
に
承
認
さ
れ

た
期
間
（
一
部
免
除
承
認
期
間
に
お
い
て
、

減
額
さ
れ
た
保
険
料
の
納
付
が
な
い
期
間

は
除
か
れ
ま
す
）
は
、
老
後
に
年
金
を
受

け
取
る
た
め
の
資
格
期
間
に
含
ま
れ
る
だ

け
で
な
く
、
万
一
の
時
に
、
障
害
基
礎
年

金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
資
格
期

間
に
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
失
業
さ
れ
た
方
は
、
離
職
票
や

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
等
を
添
付
す
れ

ば
、
失
業
さ
れ
た
方
の
前
年
の
所
得
を
考

慮
せ
ず
審
査
す
る
特
例
も
あ
り
ま
す
の

で
、
必
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

消費者
シリーズ
消費者
シリーズ
No.247No.247

年金
の
はなし

年金
の
はなし

年金
の
はなし

年金
の
はなし
№302№302

重症になることも。
湯たんぽによる
低温やけどに注意！

国民年金保険料の
納め忘れは
ありませんか？

問い合わせ
　消費生活センター（産業振興課内）☎57-3236
【相談日】火・金曜日（祝日・年末年始を除く）
　　　　９時～12時・13時～16時

問い合わせ
　広島西年金事務所　☎082-535-1505
　保健医療課　☎59-2141
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対
象
物
件

　
位
置
図
の
と
お
り

申
し
込
み
期
間

　

令
和
４
年
１
月
17
日
㈪
か
ら
25
日
㈫
ま

で
の
９
時
か
ら
17
時
ま
で
（
土
、
日
曜
日

を
除
く
）
に
、
監
理
課
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

売
却
方
法

　

一
般
競
争
入
札
（
最
低
売
却
価
格
以
上

の
有
効
札
の
中
で
、
最
高
額
の
札
を
入
札

さ
れ
た
方
を
落
札
者
と
し
ま
す
）

立戸３丁目
【一般競争入札】問い合わせ

　監理課　☎59-2161

市有地分譲

所在 地番 登記地目 面積（実測）

立戸三丁目 1842番１ 宅地 2,530.19㎡

新型コロナウイルスなどの感染症の感染者またはその疑いのある方の使用済みマスクなどの捨て方

新型コロナウイルスなどの感染症に感染した方やその疑いのある方がご家庭にいる場合、
鼻水などが付着したマスクやティッシュなどのごみを捨てる際は、次のことを心がけてごみを出しましょう。

以上の点に気を付けてごみを出すことが、家族にとっても、
ごみを収集・処理する作業員にとっても、ごみの円滑・安全な収集・処理を行う上で大切な行動です。

皆さんのご協力をよろしくお願いします。

ごみ箱にごみ袋をかぶせ、
いっぱいにならない
ようにしましょう

ごみに直接触れることの
ないよう、しっかりしばって
出しましょう

ごみを捨てたあとは
しっかり手を
洗いましょう

ごみは、いっぱいになる前に
早めに出しましょう。

ごみは、空気を抜いてから
しっかりしばって出しましょう。
万一、ごみが袋の外面に触れた
場合や、破けた場合は、
ごみ袋を二重にしてください。

石けんを使って、
流水で
手をよく
洗いましょう。

問い合わせ
　環境整備課リサイクルセンター　☎52-5101

新型コロナウイルスなどの
感染症対策のための
家庭でのごみの捨て方―

41

ごみ袋はしっかりしばって
封をしましょう
収集運搬作業のとき、
ごみの散乱を防止で
きます。

ごみ袋の空気を抜いて
出しましょう
収集運搬作業で、収集
車後部へ投入するとき
や、収集車内での破裂
を防止できます。

ごみが出ないように袋の口をしっかり結んでください。

袋のしばり方
① 結ぶ ② 持ち手を結ぶ ③ 出来上がり ！

（環境省の資料から引用）

家
庭
ご
み
を
出
す
と
き
に

心
が
け
る
こ
と

「ひろしま環境の日」一斉行動
毎月第１土曜日は「ひろしま環境の日」です。

環境整備課 ☎59-２１５４
家庭で、職場で、できることからはじめましょう。

12月のテーマ12月のテーマ
やってみよう省エネ生活！

～できるだけ階段を利用しよう～
やってみよう省エネ生活！

～できるだけ階段を利用しよう～

　

１
組
３
枚
つ
づ
り
の
バ
ル
チ
ケ
ッ
ト
を

購
入
す
れ
ば
、
市
内
の
参
加
店
が
創
意
工

夫
し
た
１
２
０
０
円
相
当
の
お
得
な
特
別

メ
ニ
ュ
ー
が
味
わ
え
ま
す
。

　

期
間
中
に
バ
ル
チ
ケ
ッ
ト
を
使
い
き
れ

な
か
っ
た
場
合
は
、
参
加
店
で
７
０
０
円

の
金
券
と
し
て
使
え
る
【
後
バ
ル
】
も
行

い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
実
施
期
間

（
チ
ケ
ッ
ト
が
使
用
で
き
る
期
間
）

　
令
和
４
年
１
月
17
日
㈪
〜

　
　
　
　
　
２
月
20
日
㈰

　昨年度開催予定の第 70回大竹駅伝
競走大会を令和４年１月９日に延期を
していましたが、新型コロナウイルス
の感染拡大防止と参加者、競技役員の
安全・安心を考慮して、再度延期する
こととなりました。
　予定日は令和５年１月８日㈰です。

再延期
第70回大竹駅伝競走大会

問い合わせ
　生涯学習課　☎53-6677 飲

食
店
等
応
援
イ
ベ
ン
ト

　

 

お
お
た
け
！販

売
期
間

　
12
月
23
日
㈭
〜
令
和
４
年
２
月
20
日
㈰

※
販
売
開
始
日
は
予
定
で
す
。

　
１
９
４
８
年
（
昭
和
23
年
）
12
月
10
日
、

第
３
回
国
連
総
会
で
世
界
人
権
宣
言
が
採

択
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
宣
言
は
、世
界
の
平

和
と
人
類
の
幸
福
を
願
っ
て
、人
間
は
誰
で

も
、
人
間
と
し
て
の
尊
厳
と
価
値
が
認
め

ら
れ
、人
間
と
し
て
当
然
に
持
っ
て
い
る
基

本
的
権
利
を
、
お
互
い
に
尊
重
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
を
表
明
し
た
も
の
で
す
。

　

わ
が
国
の
「
人
権
週
間
」
も
、
こ
の
世

界
人
権
宣
言
の
採
択
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
周
り
に
は
、い
じ
め
や
虐
待
な

ど
の
子
ど
も
の
人
権
問
題
、外
国
人
や
障
害

の
あ
る
人
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
患
者
な
ど
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
、
イ

販
売
数　
４
０
０
０
組

　
１
人
１
回
10
セ
ッ
ト
ま
で
購
入
で
き
ま
す
。

※
な
く
な
り
次
第
販
売
終
了
。

販
売
額

　
２
１
０
０
円
（
１
組
３
枚
つ
づ
り
）

販
売
場
所

　

商
工
会
議
所
・
ゆ
め
タ
ウ
ン
大
竹
・
ア

ゼ
リ
ア
お
お
た
け
（
Ｈ
＆
Ｃ
）

後
バ
ル
期
間

　
令
和
４
年
２
月
28
日
㈪
〜
３
月
６
日
㈰

※
詳
し
く
は
、大
竹
商
工
会
議
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
・
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ　

大
竹
商
工
会
議
所　

☎
52
３
１
０
５

開催

「
誰
か
」
の
こ
と
じ
ゃ
な
い
。

第
73
回
人
権
週
間

12
月
４
日
㊏
▼
10
日
㊎

問
い
合
わ
せ

　

自
治
振
興
課　

☎
59
２
１
４
５

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
お
け
る
誹
謗
中
傷
な

ど
、様
々
な
人
権
問
題
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

　
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
社
会
の
実

現
を
掲
げ
る
国
連
の
持
続
可
能
な
開
発
目

標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
達
成
に
向
け
、
国
民

一
人
一
人
が
人
権
尊
重
の
重
要
性
を
正
し

く
認
識
し
、
他
人
の
人
権
に
も
十
分
配
慮

し
た
行
動
が
と
れ
る
よ
う
、
人
権
啓
発
活

動
に
一
層
強
力
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

　
「
人
権
週
間
」
を
機
に
、
私
た
ち
一
人

一
人
が
、
主
体
的
に
豊
か
な
人
権
意
識
を

育
て
、
明
る
く
住
み
よ
い
社
会
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
。

第５回

バ
ル

売
却
予
定
価
格

　
７
千
６
１
０
万
円

　

土
地
の
詳
細
や
申
し
込
み
資
格
、
入
札

日
な
ど
は
、
申
し
込
み
要
領
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

申
し
込
み
関
係
の
書
類
は
、
監
理
課
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
12
月
１
日
公
開
）
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

注
意
事
項

　

敷
地
内
地
下
に
は
公
共
下
水
道
管
が
埋

設
さ
れ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
上
下
水

道
局
工
務
課
（
☎
59
２
１
９
４
）
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

三菱ケミカル

至広島

至岩国

立戸三丁目立戸三丁目
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年
末
年
始
の

バ
ス
運
行
時
刻
変
更

　
問
い
合
わ
せ

 

自
治
振
興
課　
☎
59
２
１
４
２

　

次
の
期
間
は
、土
・
日
曜
日
・
祝
日
の
運

行
ダ
イ
ヤ
に
変
わ
り
ま
す
。お
間
違
え
の

な
い
よ
う
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

大
竹
・
栗
谷
線
バ
ス

　

12
月
30
日
㈭
か
ら
１
月
３
日
㈪
ま
で

坂
上
線
バ
ス

　

12
月
30
日
㈭
か
ら
１
月
５
日
㈬
ま
で

こ
い
こ
い
バ
ス（
第
１
便
が
運
休
）

　

１
月
１
日
㈯
か
ら
３
日
㈪
ま
で

子
ど
も
た
ち
に
笑
顔
を

ア
ゼ
リ
ア
お
お
た
け

　
コ
ロ
ナ
禍
で
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
と

な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、「
子
ど
も
た
ち
に

笑
顔
の
思
い
出
を
つ
く
ろ
う
」を
合
言
葉

に
、大
竹
青
年
会
議
所
が
１
年
前
か
ら
企

画
を
進
め
て
き
た『
お
お
た
け
ス
マ
イ
ル

文
化
祭
』を
開
催
。和
太
鼓
グ
ル
ー
プ
や
空

手
道
場
、ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
、そ
し
て
中
学

生
、高
校
生
が
ス
テ
ー
ジ
に
立
ち
ま
し
た
。

　
観
客
を
前
に
し
て
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

は
久
し
ぶ
り
。ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
を
演

じ
た
娘
の
姿
を
観
た
伊
勢
岡
薫
さ
ん
は
、

「
発
表
の
場
を
設
け
て
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。本
人
も
喜
ん
で
い

ま
し
た
」と
感
謝
の
気
持
ち
を
表
し
て
い

ま
し
た
。11月６日　笑いは認知機能の低下予防にも効

果があるとされます。玖波公民館の講座『学びの
カフェ』と認知症対応・玖波地区地域包括支援セ
ンターの共催で、『KUBA寄席』を開催。広島を拠
点に活動する落語家４人が古典、新作落語を織
り交ぜての高座を務めました。まずは噺

はなし
のマク

ラで観客の笑いを誘うと、一気に本題に引き込
む話芸はさすが。訪れた男性は「仕事で東京や大
阪にいたときは、よく寄席や劇場に通っていま
した。笑う門には福来たるというじゃないですか」
と満足そう。笑いは健康のもとのようでした。

年末・年始　市役所業務のご案内

業務内容
令和３年12月 令和４年１月

27日㈪ 28日㈫ 29日㈬ 30日㈭ 31日㈮ 1日（土・祝） ２月㈰ ３日㈪ ４日㈫
一般事務　※支所業務含む。 休　み（12／29～1／3）

戸籍事務
（出生・婚姻・死亡届などの受付）

一般事務が年末・年始休み中でも「出生・婚姻・死亡届」などの受け付けや「埋火葬許可
事務」は、次のところで行います。
○市役所 当直室…無休・24時間受け付け埋火葬許可事務

斎場業務 平常どおり業務を行います。
し尿の収集 休　み（12／29～1／3）

ごみの収集・ごみの持ち込み ごみの収集のみ 休　み（12／29・31～1／3）
総合市民会館（総合体育館含む） 休　館（12／29～1／3）

総合福祉センター
（サントピア大竹） 休　館（12／28～1／4）

地域福祉会館（おがたピア） 休　館（12／28～1／4）
玖波・栄公民館 休　館（12／27～1／3）
アゼリアおおたけ

（アゼリアホール含む） 休　館（12／29～1／3）

コミュニティサロン
栄町・元町・玖波 休　館（12／28～1／4）

市立図書館 月末整理日 休　館（12／27～1／3）
農林振興センター 休　館（12／29～1／4）
マロンの里交流館 休　館（12／27～1／5）
三倉岳休憩所 休　館（12／28～1／5）

※子育て支援施設（32ページ）、休日診療所、休日水道修理（39ページ）をご覧ください。

1大竹中吹奏楽部
の３年生は、現役
最後のステージ。
力いっぱいの演奏
を聴かせてくれま
した。 2優雅なバ
レエの演技。 3気
合を入れて正拳突
きで板割り。

11/3
WED

PART 1

■3

■1

■2

イ
ベ
ン
ト
紹
介

ら
ん
ら
ん
カ
レ
ッ
ジ
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ク
ー
ル　

冬
の

お
は
な
し
会

と
き
12
月
４
日
㈯
14
時
〜
▼
と
こ
ろ
図
書
館
２
階

ギ
ャ
ラ
リ
ー
１
▼
語
り
手
に
じ
い
ろ
の
た
ね
▼
対
象

幼
児
〜
小
学
生
・
保
護
者
▼
定
員
10
組
程
度

本
の
福
袋

と
き
12
月
14
日
㈫
〜
令
和
４
年
１
月
９
日
㈰
▼
図
書

館
職
員
お
す
す
め
の
本
を
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
て
貸
し
出

し
ま
す
。
ど
ん
な
本
が
入
っ
て
い
る
か
は
借
り
て
み

て
の
お
楽
し
み
！

お
ひ
ざ
に
だ
っ
こ
の
お
は
な
し
会

と
き
12
月
10
日
㈮
10
時
30
分
〜
▼
と
こ
ろ
図
書
館
２

階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
３
▼
対
象
赤
ち
ゃ
ん
向
き
▼
定
員
約

５
組

親
子
で
楽
し
む
お
は
な
し
会

と
き
12
月
10
日
㈮
11
時
〜
▼
と
こ
ろ
図
書
館
２
階

ギ
ャ
ラ
リ
ー
１
▼
対
象
１
歳
か
ら
▼
定
員
約
５
組

お
は
な
し
会
ス
ペ
シ
ャ
ル
〜
ク
リ
ス
マ
ス
会

と
き
12
月
18
日
㈯
11
時
〜
▼
と
こ
ろ
図
書
館
２
階

ギ
ャ
ラ
リ
ー
１
▼
対
象
幼
児
・
小
学
生
・
保
護
者
▼

定
員
10
組
程
度

※
各
イ
ベ
ン
ト
は
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

（
イ
ベ
ン
ト
は
中
止
・
延
期
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

展
示
コ
ー
ナ
ー

一
般
向
き 

温
も
り
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か

児
童
向
き  

ク
リ
ス
マ
ス

時
事
コ
ー
ナ
ー 

ス
ッ
キ
リ
!!

本
の
寄
贈

　

広
島
県
市
町
村
職
員
共
済
互
助
会
か
ら
本
を
寄
贈
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

市立図書館ホームページ

携帯アドレス
http://www.tosho.otake.hiroshima.jp/mobile
問い合わせ FAX 52-8005☎52-5338

■白字は図書館の休館日です。○はおはなし会の日です。

土金木水火月日
12月（DEC）

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

●新型コロナウイルス感染拡大防止のため、掲載している催しなど
　は中止、または延期になる場合があります。

新 刊 案 内 ♠♦♣♥お と な 本
の♠♦♣♥こ ど も 本

の

「ミカエルの鼓動」

「鏡と光（上・下）」
ヒラリー・マンテル／著
宇佐川　晶子／訳
（早川書房）

「ぜんぶ教えます！ぞのさんっ
動画術　スマホ１つで、
撮れる世界は無限大」
ぞのさんっ／著
（KADOKAWA）

「マグカップでまぜるだけ
ふわふわケーキ」
宮沢　うらら／著
（汐文社）

「カピバラの
だるまさんがころんだ」
中川　ひろたか／作
柴田　ケイコ／絵
（金の星社）

柚月　裕子／著
（文藝春秋）

　親友レイチェルを湖につき落とし
てしまったサマンサ。レイチェルは
そのまま浮かんでこなかった。だ
が、翌日の学校にはレイチェルの姿
が。彼女の足元には水たまりが…。
アメリカホラー界の名手による、ぶ
きみな湖をめぐる物語。

K.R. アレグザンダー／作
金原　瑞人／訳
小松　かほ／絵
（小学館）

「湖の中のレイチェル」

　手術支援ロボット「ミカエル」を
推進する心臓外科医・西條と、ドイ
ツ帰りの天才医師・真木。難病の少
年の治療をめぐり対立する2人。そ
んな中、西條を慕っていた若手医師
が自ら命を絶ち…。

おはなし会スペシャルのようす
子ども司書さんが熱演しました。

「大人のためのストーリーテリングの
おはなし会」のようす

「国立国会図書館歴史的音源を聴く
～歌い継ぎたい愛唱歌」のようす

広島県市町村職員共済互助会寄贈本
コーナー

イ
ベ
ン
ト
紹
介

ゆ
っ
く
り
読
も
う
音
読
教
室
（
連
続
3
回
）

と
き
９
月
22
日
㈬
、
10
月
27
日
㈬
、
11
月
24
日
㈬
、

各
回
10
時
30
分
〜
▼
と
こ
ろ
総
合
市
民
会
館
２
階
第

１
研
修
室
▼
対
象
65
歳
以
上
▼
定
員
約
10
人

楽
し
い
音
読
教
室
（
連
続
３
回
）　

と
き
９
月
22
日
㈬
、
10
月
27
日
㈬
、
11
月
24
日
㈬
、

各
回
14
時
〜
▼
対
象
成
人
（
年
齢
不
問
）
▼
と
こ
ろ

総
合
市
民
会
館
２
階
第
１
研
修
室
▼
定
員
約
15
人

歌
い
継
ぎ
た
い
愛
唱
歌
〜
国
立
国
会
図
書
館
歴
史
的

音
源
を
聴
く　

と
き
９
月
29
日
㈬
11
時
〜
▼
と
こ
ろ
図
書
館
２
階

ギ
ャ
ラ
リ
ー
３
▼
対
象
成
人
▼
定
員
約
10
人

お
ひ
ざ
に
だ
っ
こ
の
お
は
な
し
会

と
き
９
月
10
日
㈮
10
時
30
分
〜
▼
と
こ
ろ
図
書
館
２

階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
３
▼
対
象
赤
ち
ゃ
ん
向
き
▼
定
員
約

５
組

親
子
で
楽
し
む
お
は
な
し
会

と
き
９
月
10
日
㈮
11
時
〜
▼
と
こ
ろ
図
書
館
２
階

ギ
ャ
ラ
リ
ー
１
▼
対
象
１
歳
か
ら
▼
定
員
約
５
組

お
は
な
し
会

と
き
９
月
18
日
㈯
11
時
〜
▼
と
こ
ろ
図
書
館
１
階
お

は
な
し
の
へ
や
▼
対
象
幼
児
・
小
学
生
▼
定
員
約
５
組

※
各
イ
ベ
ン
ト
は
事
前
申
し
込
み
が
必
要
。

展
示
コ
ー
ナ
ー

一
般
向
き 

健
康
を
考
え
る

児
童
向
き  

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
だ
い

す
き
！

時
事
コ
ー
ナ
ー  

ず
っ
と
一
緒
（
９
月
20
日
〜
26
日
は
動

物
愛
護
週
間
）
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■
講
座
や
催
し
に
参
加
さ
れ
る
方
へ
の
お
願
い　

マ
ス
ク
着
用
。当
日
検
温
を
し
、発
熱
、風
邪
、味
覚
・
嗅
覚
異
常
、せ
き
、体
調
不
良
な
ど
の
症
状
が
あ
れ
ば
、参
加
は
控
え
て
く
だ
さ
い
。

子育て支援施設／イベント・行事

●新型コロナウイルス感染拡大防止のため、掲載している催しなどは中止、または延期になる場合があります。

子育て支援センター

どんぐりHOUSE
子育て支援センター☎54-0039・福祉課☎59-2148

　　　　毎週月曜日～金曜日
　　　　12月29日㈬～1月3日㈪
　　　　 9時30分～10時30分、11時～12時、13時30分～

14時30分、15時～16時（利用人数4組程度）
　　　　立戸1丁目8番5号

　 親子の交流、子育て情報の提供などを行っています。無料で利用できますので、
気軽にお越しください。また、子育て期のいろいろな悩みや困りごとについて
子育てコーディネーターが相談を受けます。
　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため限定的なご利用になっています。
　利用を希望する方は電話か直接どんぐりHOUSEへ。
໐作ってあそぼう週間 12月6日㈪～10日㈮（要予約・各回４組程度）
　　クリスマスの飾りをを作りましょう。 10時～・11時30分～
໐誕生会 12月22日㈬（要予約・４組程度）
　　 11時40分～（誕生児は前月から予約できます）
みんなで12月生まれのお友達をお祝いしましょう。誕生カードのプレゼント
があります。どんぐりHOUSEで行います。

໐身体測定は随時行えます。計測を希望する方は声をかけてください。
໐栄養相談（予約制）（月～木　利用時間内）
離乳食や子どもの食事について気になることがあれば相談してください。市
の管理栄養士が相談を受けます。

開館日
休館日
利用時間

ところ

と　き

と　き

親と子の本の広場

あいいく館
あいいく館（杉嶋携帯　☎090-2298-9624）

　　　　毎週土曜日　10時～12時、13時～16時
　　　　1月1日（土・祝）
　　　　南栄3丁目1番29号　※無料。駐車場あり

　赤ちゃん、幼児とその保護者、小学生が絵本と木のおもちゃで楽しく
遊べる広場です。赤ちゃん、幼児、小学生向けの絵本や童話がたくさん
あります。午前・午後の終わりの30分はお話会です。（読み語り、手遊び、
紙芝居、貸し出しなど）。

 12月は開館しています。
〇  絵本のお話
 12月18日㈯11時～11時30分
 クリスマス
この後、子どもたちにお話会があります。
〇毎週土曜日、本の貸し出しは1人5冊2週間です。

※クリスマス会は中止です。

※来館時には、マスクを着用してください。

開館日
休館日
ところ

と　き
テーマ

松ケ原こども館
松ケ原こども館☎57-8333・福祉課☎59-2148

　　　　毎週月曜日～水曜日・金曜日・土曜日
　　　　12月28日㈫～1月3日㈪
　　　　 10時～11時30分　13時30分～15時

（利用人数６組程度）
　　　　松ケ原町445番地2

　 松ケ原こども館は、乳児から中学生までの子どもと保護者（市内に限
らず）を対象とした、無料で利用できる施設です。自然の中でゆっく
り過ごしてみませんか。

໐誕生日会 12月20日㈪　10時30分
「ほのぼのマジック」 （ 誕生児は前月から予約できます。18日㈯

締め切り）

໐おはなし会（クリスマス）  12月22日㈬・24日㈮・25日㈯
11時15分～11時30分

帰る前に手遊びやクリスマスのおはなしをします。

　 利用の予約は、電話または直接松ケ原こども館へ。
その他のイベントは、ほのぼのんホームページを
ご覧ください。

開館日
休館日
利用時間

ところ

と　き

と　き

さかえ子育て支援センター
さかえ子育て支援センター☎53-9766・福祉課☎59-2148
　　　　毎週月曜日～金曜日
　　　　12月30日㈭～1月4日㈫
　　　　 9時30分～10時30分、11時～12時、13時30分～

14時30分、15時～16時（利用人数4組）
　　　　西栄3丁目12番25号

　 親子の交流、子育て情報の提供などを行っています。無料で利用できますので、
気軽にお越しください。現在新型コロナウイルス感染症拡大防止のため限定的
なご利用になっています。利用を希望する方は電話か直接さかえ子育て支援セ
ンターへ。
〇栄養相談
 12月14日㈫　9時30分～10時30分
 乳幼児と保護者
 田村亜希さん（株式会社江崎グリコ　管理栄養士・子育てアドバイザー）
　授乳時期、離乳時期、幼児期の栄養相談、産後ママの食事ポイントなどのアドバイスをします。
 ３組程度（申込順）

〇ママ＆ベビーでふれあいながら体を動かそう！
 12月17日㈮①９時30分～10時30分②11時～12時（各回のうち30分程度）
 ①首が座ったころから１歳半の子どもと保護者
 ②１歳半から３歳未満の子どもと保護者
 手島　楓さん（ダンスインストラクター）
 各回３組程度（申込順）
 子育て講座、栄養相談ともに、電話か直接さかえ子育て支援センターへ。
　そのほかの行事は、さかえ子育て支援センターのホームページをご覧ください。

開館日
休館日
利用時間

ところ

と　き
対　象
講　師

定　員
子育て講座

と　き
対　象

講　師
定　員
申し込み

ホームページ Facebook

ボランボランテティィアア
団団体体

ボランティア
団体

問い合わせ　子育て支援センターどんぐりHOUSE　☎54-0039
               　松ケ原こども館　☎57-8333
　               福祉課　☎59-2148

オ  ン ラ イ  ン「おしゃべり広場」
～オンラインでふれあい遊びやおしゃべりなどを楽しみましょう～

どんぐりHOUSE
オンライン相談日…毎週月曜日

松ケ原こども館
12月21日㈫
オンライン個別相談の希望があ
れば、相談してください。詳しくは
市ホームページをご覧ください。

Ray-wa
information station

情
報ステーション

市内の各種団体名の「大竹市」「大竹」などは、原則省略しています。
時間は24時間表記です。（例：午後1時⇒13時）
参加料など金額表示のないものは、原則無料。

■
講
座
や
催
し
に
参
加
さ
れ
る
方
へ
の
お
願
い　

マ
ス
ク
着
用
。当
日
検
温
を
し
、発
熱
、風
邪
、味
覚
・
嗅
覚
異
常
、せ
き
、体
調
不
良
な
ど
の
症
状
が
あ
れ
ば
、参
加
は
控
え
て
く
だ
さ
い
。

●新型コロナウイルス感染拡大防止のため、掲載している催しなどは中止、または延期になる場合があります。

子
育
て

ど
ん
ぐ
り
Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ

子
育
て
講
座

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り

Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ 

☎
54
０
０
３
９

福
祉
課 

☎
59
２
１
４
８

「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」

　

ピ
ア
ノ
と
フ
ル
ー
ト
の
演
奏
を

聞
い
た
り
、ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
に

合
わ
せ
て
楽
器
を
鳴
ら
し
た
り
し

て
遊
び
ま
し
ょ
う
。サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
は
来
て
く
れ
る
か
な
。

と
き
①
12
月
10
日
㈮
10
時
30
分
〜

11
時
15
分
②
12
月
17
日
㈮
10
時
30

分
〜
11
時
15
分
▼
対
象
①
令
和
２

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
乳

児
と
保
護
者
）②
お
よ
そ
１
歳
以
上

の
幼
児
と
保
護
者（
ど
ち
ら
も
兄
弟・

姉
妹
の
参
加
可
）▼
定
員
各
回
親
子

15
組（
申
込
順
）▼
各
講
座
の
申
し

込
み
２
日
前
ま
で
に
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
へ
。①
か
②
ど
ち
ら
か
一

方
へ
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

健
康

寒
い
季
節
で
も

身
体
を
動
か
し
て
温
ま
ろ
う
！

女
子
力
Ｕ
Ｐ
講
座

保
健
医
療
課 

☎
59
２
１
５
３

　
音
楽
に
合
わ
せ
た
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

や
、ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル・マ
ッ
ト
を

使
っ
た
簡
単
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
行
い

ま
す
。初
め
て
の
方
、お
一
人
で
の
参

加
も
大
歓
迎
。一
緒
に
き
れ
い
で
し

な
や
か
な
身
体
づ
く
り
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

と
き
12
月
６
日
㈪
10
時
30
分
〜
11

時
30
分
▼
と
こ
ろ
サ
ン
ト
ピ
ア
大

竹
▼
対
象
市
内
在
住
の
20
歳
代
か

ら
40
歳
代
ま
で
の
女
性

※
妊
娠
中
の
方
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

▼
講
師
三
田
美
雪
さ
ん（
運
動
ト

レ
ー
ナ
ー
）▼
参
加
料
20
円（
傷
害

保
険
料
）▼
持
参
品
運
動
の
で
き
る

服
装
、運
動
靴
、飲
み
物
▼
申
し
込

み
不
要
。直
接
会
場
へ
。【
託
児
】
定

員
３
人（
申
込
順
）▼
託
児
料
１
人

20
円（
傷
害
保
険
料
）▼
託
児
申
し

込
み
３
日
前
ま
で
に
電
話
で
保
健

医
療
課
へ
。

※ 

託
児
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
講
座
当

日
９
時
ま
で
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

「
男
塾
」

保
健
医
療
課 

☎
59
２
１
５
３

　

自
分
の
姿
勢
や
身
体
の
使
い
方

に
気
づ
き
、年
齢
を
重
ね
て
も「
動

か
し
や
す
い
」身
体
づ
く
り
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｓ・
や
ま
と
▼
講
師

嘉
屋
早
百
合
さ
ん（
健
康
運
動
指
導

士
）ほ
か
▼
参
加
料
１
回
１
０
０
円

（
傷
害
保
険
料
）
▼
持
参
品
運
動
の

で
き
る
服
装
、室
内
シ
ュ
ー
ズ
、飲

み
物
、タ
オ
ル
▼
申
し
込
み
前
日
ま

で
に
電
話
で
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
・
や
ま
と

（
☎
52
８
６
０
１
）へ
。

カ
ラ
ダ
が
よ
ろ
こ
ぶ

健
康
講
座
（
栄
）

栄
公
民
館 

☎
53
６
６
８
８

と
き
12
月
14
日
㈫
10
時
〜
11
時
▼

と
こ
ろ
栄
公
民
館
▼
講
師
明
瀬
佳

子
さ
ん（
健
康
運
動
実
践
指
導
者
）

▼
持
参
品
運
動
の
で
き
る
服
装
、室

内
シ
ュ
ー
ズ
、飲
み
物
、長
め
の
タ

オ
ル
、マ
ッ
ト
▼
申
し
込
み
電
話
ま

た
は
直
接
栄
公
民
館
へ
。

と　き 対　象 内　容 定員

１班
12月18日（土）

13時30分
～

14時45分

市内在住の
おおむね70
歳代までの
男性

筋トレマシントレーニング
20人程度

令和４年
１月６日（木）

リセットコンディショニング
「柔道整復師によるメンテ」

2班
12月25日（土） 市内在住の

おおむね50
～60歳代ま
での男性

筋トレマシントレーニング
15人程度

令和４年
1月13日（木）

リセットコンディショニング
「柔道整復師によるメンテ」

※13時受け付け開始（およそ月２回実施）。体力に不安のある方は相談してください。

気分が
ゆううつ

県西部保健所 ☎0829-32-1181
12月16日（木） 西部保健所  14時～１６時

申し込み

心の健康相談心の健康相談
(精神保健福祉相談)

※予約制(２日前までに)
とき・ところ

眠れない
認知症

酒・薬物依存
の問題

対人関係・
職場等での
ストレス

人とうまく
付き合えない

ひきこもり
相談無料
・秘密厳守

悩んでいる方ご本人や、ご家族など、周りの方の相談に
専門の医師が応じます。

マロンの里交流館
☎55ｰ0055

問い合わせ

と　き
ところ マロンの里交流館

（栗谷町大栗林195-12）
地物農産物の販売も行います。
ぜひお越しください。

12月4日㈯ 10時～

おおたけ水産GOGO市実行委員会（くば漁業協同組合内）☎57ｰ7034問い合わせ

と　き
ところ「たいたいこんぼ」

（くば漁業協同組合内施設
玖波３丁目８番13号）
※来場者の状況により
　時間は変更になるこ
　とがあります。

12月18日㈯ 9時30分～
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情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
■
講
座
や
催
し
に
参
加
さ
れ
る
方
へ
の
お
願
い

　

マ
ス
ク
着
用
。当
日
検
温
を
し
、発
熱
、風
邪
、味
覚
・
嗅
覚
異
常
、せ
き
、体
調
不
良
な
ど
の
症
状
が
あ
れ
ば
、参
加
は
控
え
て
く
だ
さ
い
。

●新型コロナウイルス感染拡大防止のため、掲載している催しなどは中止、または延期になる場合があります。

▼
対
象
市
内
在
住
、勤
務
の
方
を
優

先
▼
講
師
古
川
和
人
さ
ん（
ら
ん
ら

ん
サ
ポ
ー
タ
ー
）▼
定
員
15
人（
申

込
順
）▼
持
参
品
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
つ
な
が
っ
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

▼
申
し
込
み
12
月
３
日
㈮
９
時
か

ら
電
話
ま
た
は
直
接
窓
口
へ
。

ス
マ
ホ
を
活
用
し
た

新
生
活
講
座

〜
ス
マ
ホ
が
保
険
証
に
〜

玖
波
公
民
館 

☎
57
７
０
８
４

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策（
新
生
活
様
式
へ
の
対
応
）と

し
て
、市
民
向
け
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
活
用
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
12
月
10
日
㈮
13
時
30
分
〜
15

時
▼
と
こ
ろ
玖
波
公
民
館
▼
講
師

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
デ
ジ
タ
ル
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
▼
定
員
各
講
座
20
人（
申
込

順
）▼
内
容
①
行
政
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
に
つ
い
て
②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
と
ス
マ
ホ
で
保
険
証
に
活

用
③
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
や
届
け
出

な
ど
に
つ
い
て
▼
申
し
込
み
名
前
、

住
所
、電
話
番
号
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
有
無
を
電
話
ま
た
は
直
接
玖

波
公
民
館
へ
。

Ｋａ
Ｒ
ａ
Ｄａ
カ
フ
ェ

（
健
康
講
座
）

玖
波
公
民
館 

☎
57
７
０
８
４

　

運
動
初
心
者
で
も
簡
単
に
楽
し

く
で
き
る
運
動
を
メ
イ
ン
に
行
い

ま
す
。健
康
的
な
運
動
習
慣
を
身
に

つ
け
ま
し
ょ
う
。

①
と
き
12
月
２
日
㈭
10
時
〜
11
時

▼
内
容
体
幹・
筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
▼
②
と
き
12
月
16
日
㈭
10
時

〜
11
時
▼
内
容
ス
ト
レ
ッ
チ・
カ
ラ

ダ
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！
▼
申
し
込

み
12
月
１
日
㈬
か
ら
電
話
ま
た
は

直
接
玖
波
公
民
館
へ
。講

座

「
ス
マ
ホ
活
用
講
座
」

Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
で

お
得
に
買
い
物

ア
ゼ
リ
ア
お
お
た
け

☎
53
２
２
２
６

　

ス
マ
ホ
に
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
入
っ

て
ま
す
か
。ま
た
、
活
用
し
て
い
ま

す
か
。現
金
を
使
わ
ず
お
得
に
買
い

物
を
し
ま
し
ょ
う
。

と
き
12
月
10
日
㈮
10
時
〜
11
時
30

分
▼
と
こ
ろ
ア
ゼ
リ
ア
お
お
た
け

高
血
圧
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。大
切

な
方
を
病
気
か
ら
守
る
一
歩
に
し

ま
せ
ん
か
。

と
こ
ろ
サ
ン
ト
ピ
ア
大
竹
▼
対
象

市
内
在
住
の
方（
年
齢・
性
別
は
問

い
ま
せ
ん
）▼
持
参
品
運
動
の
で
き

る
服
装
、運
動
靴
、飲
み
物
、タ
オ
ル

▼
申
し
込
み
前
日
ま
で
に
電
話
で

保
健
医
療
課
へ
。【
託
児
】定
員
３
人

（
申
込
順
）
託
児
申
し
込
み
前
日
ま

で
に
保
健
医
療
課
へ
。

※ 

託
児
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

キ
ャ
ン
セ
ル
は
、講
座
当
日
９
時

ま
で
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

健
康

カ
ラ
ダ
が
よ
ろ
こ
ぶ

健
康
講
座 （
ア
ゼ
リ
ア
お
お
た
け
）

ア
ゼ
リ
ア
お
お
た
け

☎
53
２
２
２
６

　
み
ん
な
で
、楽
し
く
カ
ラ
ダ
を
動

か
し
ま
し
ょ
う
。

と
き
12
月
８
日
㈬
10
時
〜
11
時
▼

と
こ
ろ
ア
ゼ
リ
ア
ホ
ー
ル
▼
講
師

小
松
美
保
さ
ん（
ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
）▼
持
参
品
運
動
の
で

き
る
服
装
、室
内
シ
ュ
ー
ズ
、飲
み

物
、タ
オ
ル
な
ど
▼
申
し
込
み
電
話

ま
た
は
直
接
ア
ゼ
リ
ア
お
お
た
け

へ
。ヘ

ル
シ
ー

Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
パ
ッ
と
教
室

保
健
医
療
課 

☎
59
２
１
５
３

　
料
理・
運
動
を
通
し
て
健
康
に
つ

い
て
学
び
ま
す
。

○

運
動
教
室　
ヨ
ガ
に
は
、自
律
神

経
の
乱
れ
を
整
え
る
効
果
が
あ
り

ま
す
。自
律
神
経
を
整
え
る
こ
と

で
、良
質
な
睡
眠
効
果
が
期
待
で
き

ま
す
。

○

料
理
教
室　

適
度
な
塩
味
を
知

る
こ
と
で
、
生
活
習
慣
病
の
一
つ
、

と　き 内　容 定員

12月17日（金）
10時～11時30分 運動教室 ヨガビラティス

～ヨガ体験しませんか～ 25人

令和４年
１月７日（金）
10時～11時30分

料理教室
ミニ栄養講座

＋
運動

適度な塩味で美味ごはん
～塩分１日6.0ｇ未満で
高血圧を予防しよう～

10人

※全日、託児付（定員３人）です。

ご注意ください

■固定資産税・都市計画税（3期）
■国民健康保険料（6期）
■後期高齢者医療保険料（６期）
■介護保険料（６期）納期限

問い合わせ
市民税務課 ☎59-2127

○納めるときは、納付書を使用してください。
○納付場所は納付書裏面を確認してください。

令和3年度

12月27日月

障害がある方で就労を希望される方の相談を受け付けます。
予約制のため、前日までに電話で申し込んでください。

障害者
就労相談
と　き ところと　き ところ12月9日㈭10時～12時 市役所

広島西障がい者就業・生活支援センターもみじ
☎0829-34-4717

申し込み／
問い合わせ

■
講
座
や
催
し
に
参
加
さ
れ
る
方
へ
の
お
願
い　

マ
ス
ク
着
用
。当
日
検
温
を
し
、発
熱
、風
邪
、味
覚
・
嗅
覚
異
常
、せ
き
、体
調
不
良
な
ど
の
症
状
が
あ
れ
ば
、参
加
は
控
え
て
く
だ
さ
い
。

●新型コロナウイルス感染拡大防止のため、掲載している催しなどは中止、または延期になる場合があります。

　
今
年
も「
あ
い
サ
ポ
ー
ト
ア
ー
ト

展
」
と
コ
ラ
ボ
。入
賞
作
品
と
無
地

（
緑
色
）の
リ
バ
ー
シ
ブ
ル
で
す
。

販
売
期
間
令
和
４
年
1
月
14
日
㈮

ま
で
▼
販
売
場
所（
市
内
）市
民
税

務
課
、各
支
所
、総
合
市
民
会
館
※

市
内
各
書
店
な
ど
で
も
販
売
し
て

い
ま
す
▼
サ
イ
ズ・
定
価（
税
込
み
）

○
ポ
ケ
ッ
ト
版（
１
４
５
ミ
リ
×
85

ミ
リ
）
６
５
０
円
○
デ
ス
ク
版

（
２
１
５
ミ
リ
×
１
５
３
ミ
リ
）

１
２
０
０
円

令
和
４
年
度
年
間
予
約

総
合
体
育
館
・

晴
海
臨
海
公
園
・

さ
か
え
公
園

生
涯
学
習
課 

☎
53
６
６
７
７

　

大
会
な
ど
で
使
用
す
る
総
合
体

育
館
、晴
海
臨
海
公
園
、さ
か
え
公

園
の
年
間
利
用
予
約
を
受
け
付
け

ま
す
。予
約
希
望
が
重
複
し
た
場
合

は
、
利
用
調
整
会
議
を
行
い
ま
す
。

利
用
を
希
望
す
る
場
合
は
、総
合
市

民
会
館
に
備
え
付
け
の
用
紙
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
場
所
総
合
市
民
会
館
総
合
受

付
▼
提
出
期
限
12
月
16
日
㈭
▼
利

用
調
整
会
議
12
月
23
日
㈭

※ 

対
象
団
体
に
は
改
め
て
連
絡
し

ま
す
。

生
涯
学
習
課
Ｅ
メ
ー
ル

se
ig
a
ku
@
c
ity.o

ta
ke
.

hiroshim
a.jpお

知
ら
せ

ア
ラ
カ
ル
ト

令
和
４
年
版

県
民
手
帳
販
売
中

企
画
財
政
課 

☎
59
２
１
２
５

　

広
島
県
の
情
報
が
満
載
の
県
民

手
帳
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
年
間・
月
間・
週
間
行
事
予
定
表
、

資
料
編
と
も
２
色
印
刷
で
見
や
す

く
使
い
や
す
い
手
帳
で
す
。

　
各
種
相
談
窓
口
、県
内
各
地
の
行

事
、お
す
す
め
観
光
ス
ポ
ッ
ト
、災

害
に
対
し
て
の
備
え
、休
日
夜
間
救

急
セ
ン
タ
ー
、国
内
郵
便
料
金
、過

去
10
年
間
の
天
気
な
ど
暮
ら
し
に

役
立
つ
情
報
も
満
載
で
す
。

人（
申
込
順
）▼
材
料
費
７
０
０
円

▼
持
参
品
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
ま
た

は
バ
ン
ダ
ナ
、布
巾
、手
拭
き
▼
申

し
込
み
12
月
3
日
㈮
９
時
か
ら
電

話
ま
た
は
直
接
窓
口
へ
。

催
し

新
春
児
童
生
徒

書
き
初
め
大
会

児
童
生
徒
書
き
初
め
大
会
実
行

委
員
会 

☎
53
５
８
０
０

と
き
令
和
４
年
１
月
16
日
㈰
10
時

〜
10
時
30
分（
受
け
付
け
）10
時
40

分
〜
11
時
30
分（
大
会
）▼
と
こ
ろ

総
合
市
民
会
館・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
お
お

た
け
▼
対
象
小
学
校
１
年
生
〜
高

校
３
年
生
▼
種
目
小
学
生
は
毛
筆

ま
た
は
硬
筆（
両
方
は
不
可
）、
中

学
・
高
校
生
は
毛
筆
▼
参
加
料

５
０
０
円
※
持
参
品
や
課
題
の
詳

細
は
、大
会
の
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。要
項
は
市
内
各
学
校
に
配
布
す

る
ほ
か
、
公
民
館
や
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。▼

申
し
込
み
12
月
15
日
㈬
ま
で
に
所

定
の
申
込
書
で
各
公
民
館
、ア
ゼ
リ

ア
お
お
た
け
、生
涯
学
習
課（
総
合

市
民
会
館
内
）
へ
。Ｅ
メ
ー
ル
で
も

申
し
込
み
で
き
ま
す
。

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
で

リ
ー
ス
作
り

栄
公
民
館 

☎
53
６
６
８
８

と
き
12
月
11
日
㈯
10
時
〜
12
時
▼

と
こ
ろ
栄
公
民
館
▼
対
象
市
内
在

住・
勤
務
の
方
を
優
先
▼
内
容
プ
リ

ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
で
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
を
作
り

ま
し
ょ
う
。※
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ

ワ
ー
と
は
水
分
を
抜
い
た
花
で
、長

期
間
形
を
維
持
で
き
る
も
の
で
す
。

▼
講
師
新
谷
美
香
さ
ん（
フ
ラ
ワ
ー

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）▼
定
員
12
人（
申

込
順
）▼
材
料
費
１
５
０
０
円
▼
持

参
品
は
さ
み（
文
房
具
用
）▼
申
し

込
み
12
月
３
日
㈮
か
ら
電
話
ま
た

は
直
接
栄
公
民
館
へ
。

若
者
世
代
の

手
打
ち
そ
ば
教
室

〜
年
越
し
そ
ば
を
作
ろ
う
〜

総
合
市
民
会
館 

☎
53
６
６
７
７

　
若
い
世
代
の
皆
さ
ん
。今
年
は
手

打
ち
で
お
い
し
い
年
越
し
そ
ば
を

作
り
ま
し
ょ
う
。

と
き
12
月
18
日
㈯
10
時
〜
13
時
▼

と
こ
ろ
総
合
市
民
会
館
▼
対
象
18

歳
〜
35
歳
ま
で
の
方
。市
内
在
住
、

勤
務
の
方
を
優
先
▼
講
師
中
川
忠

さ
ん（
㈲
な
か
川
会
長
）▼
定
員
12

問い合わせ 危機管理課 ☎ 59-2119

米海兵隊岩国基地は、
焼却処理できない弾薬を
同基地沖合３・５㎞に位置する
姫子島で爆破処理しています。
曇りの日は爆破音がよく響く
ことがあります。

※○は弾薬処理日。いずれも８時～17時
　天候によって実施しない場合もあります。 313029282726

25242322212019

18171615141312

111098765

4321

12月の米軍による弾薬処理

( 前 年 同 期 比  0 件 減 )
発生件数

( 前 年 同 期 比  0 人 　 )
死 者 数!

!

!

( 前 年 同 期 比  5 人 減 )
負傷者数

交通事故統計情報

交通事故
発生状況

件

人

人

スローガン『ゆとりある　心と車間の　ディスタンス』
年末交通事故防止県民総ぐるみ運動期間 12月1日㈬ ～ 12月10日㈮

スローガン『ゆとりある　心と車間の　ディスタンス』
年末交通事故防止県民総ぐるみ運動期間 12月1日㈬ ～ 12月10日㈮

4

0

5

26

2

28（10月末日現在）
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1中学校の開会式では「クラスで団結しよ
う」「最後まで頑張ろう」とあいさつ。2クラ
ス対抗リレー、コーナーの攻防。3バーを
持ってカラーコーンをぐるぐる回る競技『お
がたタイフーン』内と外とどっちが難しい？
4手作りの応援旗でチームを鼓舞。5テープ
を先に切ったのはどっちだ！ 6ゴール前、保
護者も節度を持っての応援。7うまくキャッ
チできるかな？ 8息を合わせて『ドキドキ大
玉ころがし』9さっそうとテープを切って１
着。

■2

■1

■7

■6

■3

■4

■5

■9 ■8

Spor
ts

みんな輝け！『おがたまごフェスタ』
小方学園
　新型コロナウイルスの感染も少しずつ収まりつつある
中、小方学園では運動会・体育祭と文化祭が合体した『お
がたまごフェスタ2021』が開催されました。校舎の中庭
でオープニングセレモニーが行われ、テーマに、みんなと
輝くという意味を込めた『STAR』をモチーフにした手作
りの垂れ幕の数々と、巨大画が披露されました。
　午前中は、小・中学校がそれぞれの運動場に分かれて、
徒競走やリレー、バラエティに富んだゲームを競いまし
た。保護者らは久しぶりに見ることができた子どもたち
の駆け回る姿をカメラに収めていたようです。
　午後からは、保護者の観覧はありませんでしたが、中
庭で行われた吹奏楽や太鼓の演奏、ダンスの発表に子ど
もたちは拍手喝采。全校での『ふるさと』の合唱が中庭に
響き渡ったフィナーレでした。

15中学３年の和太鼓と琴で、『小方舞桜』演奏。16
演奏に合わせて、先生が扮

ふん

する〝のび太〟〝ドラえ
もん〟17獣神サンダーライガーの正体は？18『み
んなと輝く』と書かれた巨大画。真ん中はタマ
ゴ？19中学3年の力強い演奏。20「おがたまごフェ
スタを通してたくさんの輝きを見ました」。みん
なの拍手が響きます。

10オープニングで『STAR』の垂れ幕が輝きます。11360度の周囲から中庭
吹奏楽部の演奏を聴き入ります。12『奏』の文字がデザインされた、おそろ
いのTシャツ。13『おがたまごフェスタ』の名前の由来となった『光庭』と
呼ばれる卵型の中庭。青空が見える。14６年生は組体操とダンスを披露。

10/30
SAT

■11

■13

■17

■12

■15

■18

■14

■16

■19

■20

■10

PART 2

Cult
ure
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市の人口（ 11月1日現在 ）

人　口 26,363人
（男）12,927人 （女）13,436人

世帯数 12,882世帯

健
康
・
子
育
て

ふ れ あ い サ ロン
に こ に こ ひ ろ ば
〔保健医療課〕☎59-2140

26日㈬ 総合市民会館 10：00～11：30
対　象：1歳6カ月まで
内　容：体重測定、母乳相談、保健相談、栄養相談
持参品：バスタオル2枚､母子健康手帳､マスク

乳 児 健 康 相 談
〔保健医療課〕☎59-2140 18日㈫ 市 役 所 通知に記載された

時間にお越しください｡
対　象：対象者に通知します。
持参品：通知に記載されているものをお持ちください。

1歳 6カ月児健康診査
〔保健医療課〕☎59-2140 19日㈬ 市 役 所 通知に記載された

時間にお越しください｡
対　象：対象者に通知します。
持参品：通知に記載されているものをお持ちください。

3 歳 児 健 康 診 査
〔保健医療課〕☎59-2140 20日㈭ 市 役 所 通知に記載された

時間にお越しください｡
対　象：対象者に通知します。
持参品：通知に記載されているものをお持ちください。

パパママスクール
〔保健医療課〕☎59-2140 23日㈰ 総合市民会館 10：00～12：30

対　象：妊婦さんとその家族・祖父母（事前予約必要）
内　容：赤ちゃんとの暮らし
持参品：母子健康手帳、父子手帳、筆記用具、マスク

相　
　
　
　
　

談

弁 護 士 相 談
〔企画財政課〕☎59-2124 11日㈫ 市 役 所 13：00～16：00

（1人30分）
相談員：弁護士
相談は予約が必要です。（12月15日㈬から受付開始）

行　 政　 相　 談
〔企画財政課〕☎59-2124 13日㈭ 市 役 所 13：00～16：00 相談員：行政相談員

司法書士による法律相談
〔社会福祉協議会〕☎52-2275

第　3
木曜日 サントピア大竹 13：00～16：00

（1人30分程度）
相談員：司法書士
相談は予約が必要です。

よりそいサポートセンター
☎35-5300

月曜日～
金曜日 サントピア大竹 9：00～17：00 失業・ひきこもりなど、さまざまな生活困窮に関する相談

携帯メールアドレス：otake-shakyo.yorisoi@docomo.ne.jp

家 庭 児 童 相 談 室
〔福祉課〕☎59-2151

月曜日～
金曜日 市 役 所 9：00～16：00 相談員：家庭相談員・母子・父子自立支援員

内　容：子ども、母子・父子に関する相談

市消費生活センター
☎57-3236 火・金曜日 市 役 所 9：00～16：00 消費生活全般の相談や問い合わせ

障がい者相談支援センター
☎52-0167  ℻52-2247

月曜日～
金曜日 サントピア大竹 8：30～17：15 内　容：障害に関する相談

携帯ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：sya-sou@docomo.ne.jp

地域活動支援センターみらい
☎59-0223

月曜日～
土曜日

医療法人社団
知　 仁　 会 9：00～17：00 精神の障害に関する相談

障 害 相 談
〔福祉課〕
☎59-2150  ℻57-7185

月曜日～
金曜日 市 役 所 8：30～16：45 内　容：障害に関する相談

メールアドレス：fukushi@city.otake.hiroshima.jp

市地域包括支援センター
☎53-1165

月曜日～
金曜日 サントピア大竹 8：30～17：15 介護保険の利用手続き・高齢者に関する相談など

市認知症対応・玖波地区
地域包括支援センター
☎57-7461

月曜日～
土曜日

医療法人社団
知　 仁　 会 8：30～17：30 認知症に関する相談（全市）・玖波地区の介護保険の

利用手続き・高齢者に関する相談など

市 政 へ の 相 談
〔企画財政課〕☎59-2124

月曜日～
金曜日 市 役 所 9：00～16：00 市政に関する相談など

こ ど も 相 談
〔教育委員会〕☎54-0021

月曜日～
金曜日 こども相談室 8：30～16：45

(水曜日は15：30まで）
電話や面接による子どもと保護者を対象とした相談
（時間外を希望の方は事前に連絡を）

女性の人権ホットライン 月曜日～
金曜日 0570-070-810 8：30～17：15 DV、セクハラなどの女性の人権についての相談

子どもの人権110 番 月曜日～
金曜日

0120-007-110
（無料） 8：30～17：15 いじめ、虐

ぎゃく
待、子育てなど子どもの人権についての相談

年 金 相 談
〔広島西年金事務所〕☎082-535-1505

毎　週
火曜日 商 工 会 議 所 10：00～12：00

13：00～15：30
年金などの相談・手続きなど
相談は予約が必要です。（前週金曜正午までに）

１月の情報ステーション
先取 り

2022 JAN.
下の表の情報は1月のものです｡

パルボート宮島 ( 外向発売所 )

カレンダー

宮島ボートレース企業団
　☎0829-56-1122

※念のため主催者発表のものと照合してください。
●ボートレース宮島の収益金は、大竹市のまちづくりに役立てられています。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 2122232425262728293031

水木金土日月火水木金土日月火水木金土日月火水木金土日月火水木金

第15回
トーター賞

第 9回
東洋観光
グループ杯

第6回中国
新聞販売
センター杯

第48回
日刊スポーツ
栄光楯広島
ダービー

パ ル ボ ー ト 宮 島 発 売

1号広告 ２号広告

医療法人社団 いちご会

介護付有料老人ホーム コリーナ小方

☏59-1555

インスタグラムアカウント
@collinaogata

公式ホームページ
http://collinaogata.com/

〒739-0628
広島県大竹市小方ケ丘6－27

一般型特定施設入居者生活介護・介護予防特定施設入居者生活介護

規　格 広  告  料（税 込）
市内業者

30,000円

25,000円

50,000円

15,000円

色

黒１色

黒１色

印刷用４色

印刷用４色

1号  縦10㎝×横8.3㎝
2号  縦4.7㎝×横8.3㎝

3号  縦4.7㎝×横17㎝

4号  縦4.7㎝×横8.3㎝

40,000円

30,000円

60,000円

20,000円

市外業者

問い合わせ　企画財政課 ☎59-2125

※発行部数／約12,500部（月1回発行）

広 告 募 集広報紙
申し込み方法など、詳し
くは市ホームページを
ご覧ください。

12 月～1 月（上旬）のお知らせ
休日診療

休日診療所   診療日：日曜日・祝日・年末年始

診療時間：９時～12時、13時～17時
ところ：立戸2丁目1番16号　☎52-0330
診療科：内科系・外科系・小児科は年末年始のみ

岩国市在宅当番医   診療時間：９時～16時30分

休日水道修理・使用開始（開栓）

事前に連絡してから受診
をお願いします。待合室
での密を避けるため、で
きるだけ自家用車でお越
しいただきますようお願
いします。

12月5日㈰ みい眼科 中津町１☎30-3131
12日㈰ やまもと耳鼻咽喉科クリニック 麻里布６☎35-4587
19日㈰ まるひさ眼科 尾津町２ ☎34-5333
26日㈰ 小幡眼科医院 岩 国１☎43-0245

１月9日㈰ やまもと耳鼻咽喉科クリニック 麻里布６☎35-4587
10日（月・祝） やすおか皮フ科クリニック 山手町２☎29-1112

12月4日㈯ 大竹第一工業㈱ 北　 栄 ☎53-1201
5日㈰ 大成テクノ㈱ 南 栄 ３ ☎45-1900
11日㈯ ㈲浜崎工業所 西 栄 ３ ☎52-3365
12日㈰ 二階堂商事㈲ 油 見 ３ ☎52-2043
18日㈯ ㈱竹内 玖 波 ６ ☎57-8300
19日㈰ ㈲プロ・コーポレイション 木 野 １ ☎53-6131
25日㈯ 奥田設備㈱ 西 栄 ２ ☎28-0185
26日㈰ 今五産業㈲ 立 戸 ２ ☎52-2529
29日㈬ ㈲成亜総合設備 本 町 １ ☎52-2501
30日㈭ ㈱ゲイナンハウス 立 戸 ３ ☎54-1111
31日㈮ 大竹第一工業㈱ 北　 栄 ☎53-1201

1月1日（土・祝） 大成テクノ㈱ 南 栄 ３ ☎45-1900
2日㈰ ㈲浜崎工業所 西 栄 ３ ☎52-3365
3日㈪ 二階堂商事㈲ 油 見 ３ ☎52-2043
4日㈫ ㈱竹内 玖 波 ６ ☎57-8300

※個人給水管の修理には修理費が掛かります。

在宅当番医   診療時間：9時～17時
診療時間内にご利用ください。原則として往診は行いません。
変更の場合もあります。
市ホームページの「休日夜間当番医」をご確認ください。

12月12日㈰ 古吉眼科医院 新 町 2 ☎52-4707
19日㈰ 耳鼻咽喉科村上クリニック 元 町 1 ☎52-1133

12月30日㈭～１月３日㈪

12月
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▪
講
座
や
催
し
に
参
加
さ
れ
る
方
へ
の
お
願
い
　
マ
ス
ク
着
用
。当
日
検
温
を
し
、発
熱
、風
邪
、味
覚
・
嗅
覚
異
常
、せ
き
、体
調
不
良
な
ど
の
症
状
が
あ
れ
ば
、参
加
は
控
え
て
く
だ
さ
い
。

●新型コロナウイルス感染拡大防止のため、掲載している催しなどは中止、または延期になる場合があります。


